「聞」の仏弟子 : 清沢満之における「四阿含」等読誦に学ぶ by 西本 祐攝
1
問
題
の
所
在
　
清
沢
満
之
（
以
下
、
満
之
と
略
）
は
宗
門
革
新
運
動
の
転
機
と
な
っ
た
大
谷
派
事
務
革
新
全
国
同
盟
会
の
解
散
の
後
、
病
臥
に
伏
し
つ
つ
も
、
明
治
三
十
年
末
よ
り
「
四
阿
含
」
の
読
誦
を
始
め
、
西
方
寺
に
帰
る
。
さ
ら
に
満
之
は
、
明
治
三
一
年
一
月
一
日
か
ら
新
た
な
日
録
を
記
し
は
じ
め
る
。
満
之
は
こ
れ
を
「
病
床
雑
誌
」
と
名
づ
け
た
。
そ
の
名
の
ご
と
く
、
こ
の
日
録
に
は
「
咯
血
三
茶
匕
許
続
後
血
痰
数
次
」（
一
月
三
日
）、「
箕
坐
痰
半トハ
一
咯
中
半
分
ノ
紅
也
紅
及
班
血
」（
一
月
四
日
）、「
赤
堀
医
師
ヲ
請
ス
　
感
冒
受
診
ノ
為
ナ
リ
」（
一
月
一
六
日
）、「
夜
中
辛
咳
頻
発
、
前
六
時
（
■
）
ヨ
リ
箕
坐
、
咳
気
鎮
静
」（
一
月
一
八
日
）
と
い
う
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
さ
に
病
床
に
伏
し
「
病
苦
」
と
向
き
合
い
な
が
ら
書
き
つ
づ
ら
れ
た
日
録
が
「
病
床
雑
誌
」
で
あ
る
。
こ
の
日
録
は
、
翌
三
二
年
一
月
二
五
日
ま
で
、「
病
床
雑
誌
　
第
弐
号
」
「
病
床
雑
誌
　
第
参
号
」「
徒
然
雑
誌
　
第
一
号
」「
臘
扇
記
　
第
一
号
」「
臘
扇
記
　
第
二
号
」
と
名
称
を
変
え
つ
つ
、
一
年
以
上
に
も
わ
た
り
一
日
も
欠
か
す
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
日
常
の
出
来
事
や
聖
教
か
ら
の
書
写
、
自
身
の
病
状
、
思
索
等
が
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
病
苦
」
の
日
々
の
中
で
開
始
さ
れ
た
の
が
、「
四
阿
含
」
の
読
誦
で
あ
っ
た
。
　
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
五
月
末
日
、
満
之
は
往
事
を
回
想
し
て
次
の
よ
う
な
文
を
書
き
つ
づ
っ
て
い
る
。
「
聞
」
の
仏
弟
子
│
│
清
沢
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
等
読
誦
に
学
ぶ
│
│
西
　
　
本
　
　
祐
　
　
攝
2
　
回
想
す
。
明
治
廿
七
八
年
の
養
痾
8
8
に
、
人
生
に
関
す
る
思
想
を
一
変
し
略
ぼ
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
り
と
雖
ど
も
、
人
事
の
興
廃
は
、
尚
ほ
心
頭
を
動
か
し
て
止
ま
ず
。
乃
ち
廿
八
九
年
に
於
け
る
我
宗
門
時
事
は
終
に
廿
九
卅
年
に
及
べ
る
教
界
運
動
を
惹
起
せ
し
め
た
り
。
　
而
し
て
卅
年
末
よ
り
、
卅
一
年
始
に
亘
り
て
、
四
阿
含
8
8
8
等
を
読
誦
し
卅
一
年
四
月
、
教
界
時
言
の
廃
刊
と
共
に
此
運
動
を
一
結
し
、
自
坊
に
投
じ
て
休
養
の
機
会
を
得
る
に
至
り
て
は
大
に
反
観
自
省
の
幸
を
得
た
り
と
雖
ど
も
、
修
養
の
不
足
は
尚
ほ
人
情
の
煩
累
に
対
し
て
平
然
た
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
。
　
卅
一
年
秋
冬
の
交
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
を
披
展
す
る
に
及
び
て
、
頗
る
得
る
所
あ
る
を
覚
え
卅
二
年
、
東
上
の
勧
誘
に
応
じ
て
已
来
は
、
更
に
断
へ
ざ
る
機
会
に
接
し
て
、
修
養
の
道
途
に
進
就
す
る
を
得
た
る
を
感
ず
。
　
而
し
て
今
や
仏
陀
は
、
更
に
大
な
る
難
事
を
示
し
て
、
益
た
佳
境
に
進
入
せ
し
め
た
ま
ふ
が
如
し
。
豈
感
謝
せ
ざ
る
を
得
む
や
。
廿
七
年
四
月
、
結
核
診
断
。
養
痾
、
法
を
得
た
る
は
沢
柳
、
稲
葉
、
今
川
、
井
上
等
諸
氏
の
恩
賜
な
り
。
在
播
州
舞
子
療
養
は
廿
七
年
六
月
よ
り
、
廿
八
年
七
月
に
至
る
。
廿
八
年
一
月
、
沢
柳
氏
辞
職
。
同
夏
有
志
建
議
。
廿
九
年
十
一
月
教
界
時
言
発
刊
。
阿
含
の
読
誦
は
、
教
界
時
言
を
廃
刊
す
る
前
に
あ
り
。
卅
一
年
四
月
、
教
界
時
言
廃
刊
。
卅
一
年
五
月
已
降
、
断
然
家
族
を
挙
げ
て
、
大
浜
町
西
方
寺
に
投
ず
。
卅
一
年
九
月
東
上
、
沢
柳
氏
に
寄
宿
し
、
同
氏
蔵
書
中
よ
り
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
を
借
来
す
。
卅
二
年
五
月
、
某
殿
、
及
近
角
氏
等
、
東
上
勧
誘
。
卅
三
年
に
入
り
、
月
見
、
多
田
、
暁
烏
、
佐
々
木
の
四
氏
東
上
。
3
　
明
治
卅
五
年
五
月
末
日
 
〔
註
。
此
一
篇
は
、
明
治
三
十
五
年
の
当
用
日
記
の
終
に
記
さ
れ
た
る
も
の
。
圏
点
亦
先
生
の
附
し
た
ま
へ
る
も
の
也
。〕
 
（『〔
明
治
三
十
五
年
当
用
日
記
抄
〕』『
全
集
』
第
八
巻
・
四
四
一
│
二
頁
）
　
満
之
は
、
こ
の
回
想
の
文
を
「
養
痾
」
か
ら
記
し
始
め
、「
養
痾
」「
四
阿
含
」「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
」
に
圏
点
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
満
之
の
求
道
が
「
養
痾
」
と
い
う
療
養
生
活
を
転
機
と
し
て
、
確
実
な
一
つ
の
方
向
性
を
持
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
満
之
は
宗
教
的
信
念
に
生
き
る
自
ら
の
あ
ゆ
み
に
と
っ
て
必
須
不
可
欠
で
あ
っ
た
三
つ
の
聖
典
『
歎
異
抄
』『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
語
録
』
そ
し
て
「
四
阿
含
」
を
「
予
の
三
部
経
」
と
呼
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
満
之
自
身
の
記
し
た
文
に
は
「
予
の
三
部
経
」
と
い
う
言
葉
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
住
田
智
見
、
赤
沼
智
善
の
両
氏
が
、
満
之
の
語
っ
た
言
葉
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
先
生
が
、『
阿
含
経
』
と
『
歎
異
鈔
』
と
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
語
録
』
を
「
余
の
三
部
経
」
と
し
て
愛
玩
措
か
れ
な
か
つ
た
の
は
、
単
な
る
先
生
の
愛
好
書
と
し
て
の
意
味
で
な
く
、
仏
教
と
真
宗
と
西
洋
哲
学
に
対
す
る
先
生
の
評
価
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
も
の
だ
と
私
は
信
ず
る
。 
（
赤
沼
智
善
「
明
治
教
学
界
に
於
け
る
先
生
の
地
位
」
法
藏
館
『
全
集
』
第
八
巻
・
一
八
〇
│
一
頁
）
予
の
三
部
経
は
『
阿
含
経
』
と
『
歎
異
鈔
』
と
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
語
録
』
で
あ
る
。
釈
尊
御
一
代
の
御
経
は
ど
れ
も
結
構
で
あ
る
が
、
別
け
て
『
阿
含
経
』
は
、
釈
尊
の
醇
々
御
弟
子
を
教
訓
し
た
ま
ふ
や
う
す
が
見
え
て
有
り
が
た
い
。
 
（〔
住
田
智
見
、
法
藏
館
『
全
集
』
第
八
巻
・
五
四
八
頁
）
　
満
之
自
身
は
「〔
明
治
三
十
六
年
当
用
日
記
抄
〕｣
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
仏
教
の
須
致
翫
味
の
為
書
籍
指
示
希
望
に
よ
り
大
略
左
の
如
く
返
答
す
。
　
㈠
　
仏
教
の
真
趣
を
伺
ふ
に
は
四
『
阿
含
経
』
　
㈡
　
親
鸞
聖
人
御
安
心
の
極
致
を
伺
ふ
に
は
『
歎
異
鈔
』
及
び
『
口
伝
鈔
』
　
㈢
　
蓮
如
上
人
御
安
心
の
極
致
を
伺
ふ
に
は
『
御
文
』
及
び
『
御
一
代
記
聞
書
』
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先
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」
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巻
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一
八
〇
│
一
頁
）
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部
経
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エ
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ふ
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た
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（〔
住
田
智
見
、
法
藏
館
『
全
集
』
第
八
巻
・
五
四
八
頁
）
　
満
之
自
身
は
「〔
明
治
三
十
六
年
当
用
日
記
抄
〕｣
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
仏
教
の
須
致
翫
味
の
為
書
籍
指
示
希
望
に
よ
り
大
略
左
の
如
く
返
答
す
。
　
㈠
　
仏
教
の
真
趣
を
伺
ふ
に
は
四
『
阿
含
経
』
　
㈡
　
親
鸞
聖
人
御
安
心
の
極
致
を
伺
ふ
に
は
『
歎
異
鈔
』
及
び
『
口
伝
鈔
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㈢
　
蓮
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安
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極
致
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ふ
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御
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』
4
　
㈣
　
最
新
流
行
の
著
述
に
て
は
『
信
仰
の
余
瀝
』、『
宗
教
管
見
』、『
吾
人
の
宗
教
』﹇（
一
月
二
十
四
日
）﹈
 
（『〔
明
治
三
十
六
年
当
用
日
記
抄
〕』『
全
集
』
第
八
巻
・
四
四
八
頁
）
満
之
は
こ
こ
に
「
仏
教
の
須
要
、
極
致
が
意
味
す
る
こ
と
を
よ
く
よ
く
考
え
、
内
容
を
理
解
し
味
わ
う
た
め
に
、
書
籍
を
指
示
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
希
望
に
応
え
て
、
四
つ
の
点
か
ら
返
答
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
四
阿
含
」
を
仏
教
の
真
趣
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
聖
教
と
し
て
、
勧
め
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
四
阿
含
」
等
の
読
誦
が
、
満
之
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
に
お
い
て
な
さ
れ
、
ま
た
、「
四
阿
含
」
の
教
説
に
何
を
聞
き
取
っ
て
い
く
の
か
、
こ
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
が
、
本
論
の
趣
旨
で
あ
る
。
一
　
教
法
聞
思
と
し
て
の
「
四
阿
含
」
等
読
誦
　
満
之
は
、
明
治
三
〇
年
一
〇
月
一
三
日
、
母
タ
キ
の
祥
月
命
日
に
あ
た
る
こ
の
日
に
「
六
花
翩
翩
」
と
名
づ
け
る
日
録
を
起
筆
す
る
。
宗
門
革
新
運
動
の
さ
な
か
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
と
と
も
に
ひ
っ
そ
り
と
亡
き
母
の
七
回
忌
の
法
要
に
参
列
し
た
こ
と
を
記
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
こ
の
日
録
に
、
満
之
は
、
次
の
よ
う
な
思
索
を
記
し
て
い
る
。
○
他
力
ノ
信
心
、
仏
智
回
向
8
8
ノ
信
心
ナ
リ
　
当
今
ノ
大
謬
ハ
人
語
ノ
上
ニ
安
心
ヲ
求
ム
ル
ニ
存
ス
　
人
語
如
何
ニ
完
美
ナ
ル
モ
尚
且
ツ
真
正
ナ
ル
安
心
ヲ
賦
与
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
　
況
ン
ヤ
末
学
煩
鎖
ノ
言
句
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
　
安
心
ノ
源
泉
ハ
言
句
ニ
ア
ラ
ス
文
字
ニ
ア
ラ
ス
末
学
ニ
ア
ラ
ス
列
祖
ニ
モ
ア
ラ
ス
　
否
　
宗
祖
ト
雖
ト
モ
　
　
　
応
信
如
来
如
実
5
5
5
5
言
　
　
　
唯
可
信
此ママ
高
僧
説
①
5
　
ト
教
フ
ル
ノ
ミ 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
五
九
│
六
〇
頁
）
　
他
力
の
信
心
は
、
仏
智
回
向
の
信
心
で
あ
る
。
現
今
の
大
い
な
る
あ
や
ま
り
は
、
人
間
の
語
る
言
葉
に
安
心
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。
人
間
の
言
葉
は
ど
れ
ほ
ど
完
全
で
美
し
く
非
の
打
ち
所
が
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
な
お
真
正
な
安
心
を
与
え
る
に
は
至
ら
な
い
。
ま
し
て
や
末
学
の
煩
瑣
な
言
葉
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
安
心
の
源
、
そ
の
泉
は
言
葉
で
は
な
く
、
文
字
で
も
な
く
末
学
で
も
な
く
列
祖
で
も
な
い
。
否
、
宗
祖
と
い
え
ど
も
「
応
信
如
来
如
実
言
」「
唯
可
信
斯
高
僧
説
」
と
教
え
る
だ
け
で
あ
る
。
満
之
は
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
の
「
正
信
偈
」
の
二
句
を
挙
げ
、
宗
祖
が
、
な
に
よ
り
も
如
来
如
実
の
言
を
信
ず
べ
き
で
あ
る
と
勧
め
る
こ
と
に
留
意
し
て
い
る
。
迷
妄
存
在
の
語
る
人
語
と
覚
者
の
言
葉
の
質
的
相
違
を
明
確
に
し
、
如
来
如
実
の
言
に
こ
そ
安
心
の
源
泉
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
の
記
述
に
は
、
如
来
と
し
て
の
釈
尊
の
教
説
に
満
之
の
関
心
が
動
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
「
六
花
翩
翩
」
は
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
直
前
に
記
さ
れ
た
日
記
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
年
を
ま
た
ぐ
こ
と
な
く
、
満
之
は
釈
尊
の
言
行
録
で
あ
る
「
四
阿
含
」
の
読
誦
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
　
四
阿
含
と
は
、
釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
伝
承
さ
れ
た
教
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
覚
者
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
如
来
の
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
如
来
と
し
て
の
釈
尊
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
如
来
如
実
の
言
で
あ
る
。
一
如
か
ら
来
た
、
一
如
の
は
た
ら
き
と
し
て
、
迷
妄
存
在
に
語
り
か
け
、
一
如
へ
の
目
覚
め
を
促
す
言
葉
、
そ
れ
が
如
来
如
実
言
で
あ
る
。
こ
の
確
認
に
お
い
て
、
如
来
釈
尊
の
教
説
を
迷
妄
存
在
と
し
て
の
人
間
の
側
か
ら
理
知
を
も
っ
て
解
釈
し
、
分
別
し
、
教
理
を
う
ち
立
て
る
と
い
う
あ
り
方
の
全
て
が
、
そ
の
地
平
か
ら
払
い
去
ら
れ
る
。「
如
来
如
実
言
」
と
の
確
認
、
そ
こ
に
一
つ
の
態
度
決
定
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
如
来
釈
尊
の
教
法
に
お
い
て
迷
妄
存
在
と
し
て
の
自
ら
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
教
法
を
聞
思
す
る
あ
り
方
で
あ
り
、
そ
こ
に
必
然
す
る
の
は
教
理
に
対
す
る
解
で
は
な
く
、
教
法
に
相
応
す
る
信
で
あ
る
。
そ
こ
に
仏
弟
子
の
態
度
が
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
確
か
め
る
と
き
、
満
之
が
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
表
紙
に
「
迦
葉
受
㆓
仏
勅
㆒、
感
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
こ
よ
う
。
そ
れ
は
如
来
釈
尊
の
教
言
に
満
之
自
身
が
「
仏
勅
を
受
け
る
」
と
い
う
態
度
に
お
い
て
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
を
記
し
②
③
4
　
㈣
　
最
新
流
行
の
著
述
に
て
は
『
信
仰
の
余
瀝
』、『
宗
教
管
見
』、『
吾
人
の
宗
教
』﹇（
一
月
二
十
四
日
）﹈
 
（『〔
明
治
三
十
六
年
当
用
日
記
抄
〕』『
全
集
』
第
八
巻
・
四
四
八
頁
）
満
之
は
こ
こ
に
「
仏
教
の
須
要
、
極
致
が
意
味
す
る
こ
と
を
よ
く
よ
く
考
え
、
内
容
を
理
解
し
味
わ
う
た
め
に
、
書
籍
を
指
示
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
希
望
に
応
え
て
、
四
つ
の
点
か
ら
返
答
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
四
阿
含
」
を
仏
教
の
真
趣
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
聖
教
と
し
て
、
勧
め
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
四
阿
含
」
等
の
読
誦
が
、
満
之
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
に
お
い
て
な
さ
れ
、
ま
た
、「
四
阿
含
」
の
教
説
に
何
を
聞
き
取
っ
て
い
く
の
か
、
こ
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
が
、
本
論
の
趣
旨
で
あ
る
。
一
　
教
法
聞
思
と
し
て
の
「
四
阿
含
」
等
読
誦
　
満
之
は
、
明
治
三
〇
年
一
〇
月
一
三
日
、
母
タ
キ
の
祥
月
命
日
に
あ
た
る
こ
の
日
に
「
六
花
翩
翩
」
と
名
づ
け
る
日
録
を
起
筆
す
る
。
宗
門
革
新
運
動
の
さ
な
か
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
と
と
も
に
ひ
っ
そ
り
と
亡
き
母
の
七
回
忌
の
法
要
に
参
列
し
た
こ
と
を
記
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
こ
の
日
録
に
、
満
之
は
、
次
の
よ
う
な
思
索
を
記
し
て
い
る
。
○
他
力
ノ
信
心
、
仏
智
回
向
8
8
ノ
信
心
ナ
リ
　
当
今
ノ
大
謬
ハ
人
語
ノ
上
ニ
安
心
ヲ
求
ム
ル
ニ
存
ス
　
人
語
如
何
ニ
完
美
ナ
ル
モ
尚
且
ツ
真
正
ナ
ル
安
心
ヲ
賦
与
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
　
況
ン
ヤ
末
学
煩
鎖
ノ
言
句
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
　
安
心
ノ
源
泉
ハ
言
句
ニ
ア
ラ
ス
文
字
ニ
ア
ラ
ス
末
学
ニ
ア
ラ
ス
列
祖
ニ
モ
ア
ラ
ス
　
否
　
宗
祖
ト
雖
ト
モ
　
　
　
応
信
如
来
如
実
5
5
5
5
言
　
　
　
唯
可
信
此ママ
高
僧
説
①
5
　
ト
教
フ
ル
ノ
ミ 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
五
九
│
六
〇
頁
）
　
他
力
の
信
心
は
、
仏
智
回
向
の
信
心
で
あ
る
。
現
今
の
大
い
な
る
あ
や
ま
り
は
、
人
間
の
語
る
言
葉
に
安
心
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。
人
間
の
言
葉
は
ど
れ
ほ
ど
完
全
で
美
し
く
非
の
打
ち
所
が
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
な
お
真
正
な
安
心
を
与
え
る
に
は
至
ら
な
い
。
ま
し
て
や
末
学
の
煩
瑣
な
言
葉
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
安
心
の
源
、
そ
の
泉
は
言
葉
で
は
な
く
、
文
字
で
も
な
く
末
学
で
も
な
く
列
祖
で
も
な
い
。
否
、
宗
祖
と
い
え
ど
も
「
応
信
如
来
如
実
言
」「
唯
可
信
斯
高
僧
説
」
と
教
え
る
だ
け
で
あ
る
。
満
之
は
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
の
「
正
信
偈
」
の
二
句
を
挙
げ
、
宗
祖
が
、
な
に
よ
り
も
如
来
如
実
の
言
を
信
ず
べ
き
で
あ
る
と
勧
め
る
こ
と
に
留
意
し
て
い
る
。
迷
妄
存
在
の
語
る
人
語
と
覚
者
の
言
葉
の
質
的
相
違
を
明
確
に
し
、
如
来
如
実
の
言
に
こ
そ
安
心
の
源
泉
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
の
記
述
に
は
、
如
来
と
し
て
の
釈
尊
の
教
説
に
満
之
の
関
心
が
動
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
「
六
花
翩
翩
」
は
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
直
前
に
記
さ
れ
た
日
記
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
年
を
ま
た
ぐ
こ
と
な
く
、
満
之
は
釈
尊
の
言
行
録
で
あ
る
「
四
阿
含
」
の
読
誦
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
　
四
阿
含
と
は
、
釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
伝
承
さ
れ
た
教
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
覚
者
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
如
来
の
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
如
来
と
し
て
の
釈
尊
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
如
来
如
実
の
言
で
あ
る
。
一
如
か
ら
来
た
、
一
如
の
は
た
ら
き
と
し
て
、
迷
妄
存
在
に
語
り
か
け
、
一
如
へ
の
目
覚
め
を
促
す
言
葉
、
そ
れ
が
如
来
如
実
言
で
あ
る
。
こ
の
確
認
に
お
い
て
、
如
来
釈
尊
の
教
説
を
迷
妄
存
在
と
し
て
の
人
間
の
側
か
ら
理
知
を
も
っ
て
解
釈
し
、
分
別
し
、
教
理
を
う
ち
立
て
る
と
い
う
あ
り
方
の
全
て
が
、
そ
の
地
平
か
ら
払
い
去
ら
れ
る
。「
如
来
如
実
言
」
と
の
確
認
、
そ
こ
に
一
つ
の
態
度
決
定
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
如
来
釈
尊
の
教
法
に
お
い
て
迷
妄
存
在
と
し
て
の
自
ら
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
教
法
を
聞
思
す
る
あ
り
方
で
あ
り
、
そ
こ
に
必
然
す
る
の
は
教
理
に
対
す
る
解
で
は
な
く
、
教
法
に
相
応
す
る
信
で
あ
る
。
そ
こ
に
仏
弟
子
の
態
度
が
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
確
か
め
る
と
き
、
満
之
が
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
表
紙
に
「
迦
葉
受
㆓
仏
勅
㆒、
感
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
こ
よ
う
。
そ
れ
は
如
来
釈
尊
の
教
言
に
満
之
自
身
が
「
仏
勅
を
受
け
る
」
と
い
う
態
度
に
お
い
て
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
を
記
し
②
③
6
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
言
は
満
之
自
身
が
仏
勅
を
受
け
る
仏
弟
子
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
、
自
ら
に
銘
記
す
る
言
葉
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
表
紙
に
記
さ
れ
る
「
迦
葉
、
仏
勅
を
受
く
る
の
感
」
の
一
語
は
、
仏
弟
子
と
し
て
如
来
釈
尊
の
教
言
を
聞
思
す
る
満
之
の
態
度
を
明
示
す
る
一
語
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
満
之
が
「
四
阿
含
」
読
誦
の
た
め
に
繙
い
た
書
は
『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』（
以
下
、『
縮
蔵
』
と
略
）
で
あ
る
。
明
治
維
新
と
廃
仏
毀
釈
の
あ
と
を
う
け
て
仏
教
復
興
の
第
一
歩
と
し
て
、
金
属
活
字
に
よ
る
大
蔵
経
の
出
版
と
な
っ
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
し
ば
し
ば
企
て
ら
れ
た
一
切
経
の
刊
行
は
、
宋
の
福
州
版
や
湖
州
版
・
高
麗
蔵
や
明
の
方
冊
蔵
な
ど
大
陸
半
島
に
お
け
る
大
蔵
経
の
仿
製
の
域
を
で
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
じ
め
て
新
し
い
排
列
に
よ
る
独
創
的
な
日
本
の
大
蔵
経
の
出
現
を
見
た
。
 
（『
大
蔵
経
│
成
立
と
変
遷
│
』
一
〇
二
頁
）
　
こ
の
『
縮
蔵
』
は
明
治
十
四
年
八
月
に
刊
行
開
始
、
明
治
十
八
年
五
月
完
成
を
み
る
。
定
本
に
は
芝
増
上
寺
の
高
麗
蔵
、
校
本
に
は
宋
・
元
・
明
の
三
蔵
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
満
之
は
こ
の
『
縮
蔵
』「
昃
帙
」「
辰
帙
」「
宿
帙
」
に
よ
っ
て
「
四
阿
含
」
を
読
誦
し
、
さ
ら
に
は
釈
尊
の
伝
記
で
あ
る
『
仏
本
行
集
経
』
を
読
誦
し
て
、
仏
陀
釈
尊
の
言
行
に
直
接
し
、
仏
教
の
源
泉
へ
と
遡
入
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
回
想
の
文
」
に
は
「
卅
年
末
よ
り
、
卅
一
年
始
に
亘
り
て
、
四
阿
含
等
を
読
誦
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
四
阿
含
」
の
読
誦
は
明
治
三
十
年
末
に
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
書
写
は
、
読
誦
開
始
か
ら
ほ
ぼ
一
月
を
経
て
、
陰
暦
の
元
旦
で
あ
る
明
治
三
一
年
一
月
二
二
日
に
始
め
ら
れ
て
い
る
。
　
書
写
期
間
の
概
略
を
示
せ
ば
、
左
記
の
次
第
で
あ
る
。
一
月
二
二
日
〜
一
月
三
一
日
（「
増
一
阿
含
」）
二
月
一
日
〜
二
月
一
七
日
（「
中
阿
含
」）
二
月
一
八
日
〜
二
月
一
九
日
（「
長
阿
含
」）
二
月
二
〇
日
〜
二
五
日
（「
雑
阿
含
」）
④
7
以
上
、「
病
床
雑
誌
」
に
お
け
る
書
写
三
月
一
七
日
（「
雑
阿
含
」）
以
上
、「
徒
然
雑
誌
」
に
お
け
る
書
写
「
病
床
雑
誌
」
に
続
い
て
執
筆
さ
れ
た
「
徒
然
雑
誌
」
に
も
、
引
き
続
き
「
雑
阿
含
」（
三
月
一
七
日
）
を
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
月
二
六
日
に
は
『
仏
本
行
集
経
』
を
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
二
〜
四
日
に
『
正
法
念
処
経
』、
同
七
〜
九
、
十
三
日
に
も
『
縮
蔵
』
に
お
け
る
経
典
読
誦
を
行
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
満
之
は
原
始
仏
教
経
典
で
あ
る
「
四
阿
含
」
の
う
え
に
感
じ
た
と
こ
ろ
を
、
二
ヶ
月
近
く
に
わ
た
り
、
毎
日
の
よ
う
に
書
き
抜
い
て
い
る
。
満
之
に
よ
る
こ
の
経
文
書
写
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
満
之
は
「
増
一
阿
含
」
の
読
誦
書
写
を
終
え
た
後
、「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
を
閉
じ
る
が
、
そ
の
末
に
経
文
書
写
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
右
増
一
阿
含
経
中
写
㆑
書
之
稿
者
挙
㆓
読
誦
中
感
応
之
要
領
㆒
者
、
従
㆑
頭
至
㆑
尾
雖
体
裁
不
一
意
唯
在
㆑
欲
㆑
補
㆓
写
者
之
回憶
想
㆒、
故
不
㆔
敢
拘
㆓
詳
略
軽
重
㆒
者
也
、 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
二
一
四
頁
）
こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
書
写
の
体
裁
は
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
書
写
者
自
身
の
回
想
・
憶
想
を
補
う
も
の
で
あ
り
、
書
写
内
容
が
、
詳
細
で
あ
っ
た
り
、
簡
略
で
あ
っ
た
り
、
軽
重
が
生
じ
る
こ
と
に
は
、
敢
え
て
こ
だ
わ
ら
な
い
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
た
だ
漫
然
と
徒
に
書
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
満
之
に
よ
る
経
文
の
書
写
は
、「
詳
略
軽
重
」
の
差
異
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
い
ず
れ
の
書
写
を
も
が
「
読
誦
中
感
応
之
要
領
」
を
挙
げ
た
書
写
で
あ
り
、
そ
れ
を
回
想
・
憶
想
、
す
な
わ
ち
折
に
触
れ
、
想
い
か
え
し
、
憶
い
お
こ
す
こ
と
を
補
う
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
病
苦
の
日
々
の
生
活
の
中
で
回
想
、
憶
想
す
べ
き
「
教
言
」
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
如
来
如
実
の
言
と
し
て
の
阿
含
の
教
説
を
聞
思
す
る
姿
勢
に
お
い
て
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
を
読
誦
書
写
し
て
い
る
こ
と
を
し
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
そ
の
意
味
で
、
書
写
さ
れ
た
文
は
当
時
の
満
之
が
懐
い
て
い
た
関
心
の
所
在
を
如
実
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
6
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
言
は
満
之
自
身
が
仏
勅
を
受
け
る
仏
弟
子
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
、
自
ら
に
銘
記
す
る
言
葉
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
表
紙
に
記
さ
れ
る
「
迦
葉
、
仏
勅
を
受
く
る
の
感
」
の
一
語
は
、
仏
弟
子
と
し
て
如
来
釈
尊
の
教
言
を
聞
思
す
る
満
之
の
態
度
を
明
示
す
る
一
語
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
満
之
が
「
四
阿
含
」
読
誦
の
た
め
に
繙
い
た
書
は
『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』（
以
下
、『
縮
蔵
』
と
略
）
で
あ
る
。
明
治
維
新
と
廃
仏
毀
釈
の
あ
と
を
う
け
て
仏
教
復
興
の
第
一
歩
と
し
て
、
金
属
活
字
に
よ
る
大
蔵
経
の
出
版
と
な
っ
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
し
ば
し
ば
企
て
ら
れ
た
一
切
経
の
刊
行
は
、
宋
の
福
州
版
や
湖
州
版
・
高
麗
蔵
や
明
の
方
冊
蔵
な
ど
大
陸
半
島
に
お
け
る
大
蔵
経
の
仿
製
の
域
を
で
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
じ
め
て
新
し
い
排
列
に
よ
る
独
創
的
な
日
本
の
大
蔵
経
の
出
現
を
見
た
。
 
（『
大
蔵
経
│
成
立
と
変
遷
│
』
一
〇
二
頁
）
　
こ
の
『
縮
蔵
』
は
明
治
十
四
年
八
月
に
刊
行
開
始
、
明
治
十
八
年
五
月
完
成
を
み
る
。
定
本
に
は
芝
増
上
寺
の
高
麗
蔵
、
校
本
に
は
宋
・
元
・
明
の
三
蔵
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
満
之
は
こ
の
『
縮
蔵
』「
昃
帙
」「
辰
帙
」「
宿
帙
」
に
よ
っ
て
「
四
阿
含
」
を
読
誦
し
、
さ
ら
に
は
釈
尊
の
伝
記
で
あ
る
『
仏
本
行
集
経
』
を
読
誦
し
て
、
仏
陀
釈
尊
の
言
行
に
直
接
し
、
仏
教
の
源
泉
へ
と
遡
入
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
回
想
の
文
」
に
は
「
卅
年
末
よ
り
、
卅
一
年
始
に
亘
り
て
、
四
阿
含
等
を
読
誦
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
四
阿
含
」
の
読
誦
は
明
治
三
十
年
末
に
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
書
写
は
、
読
誦
開
始
か
ら
ほ
ぼ
一
月
を
経
て
、
陰
暦
の
元
旦
で
あ
る
明
治
三
一
年
一
月
二
二
日
に
始
め
ら
れ
て
い
る
。
　
書
写
期
間
の
概
略
を
示
せ
ば
、
左
記
の
次
第
で
あ
る
。
一
月
二
二
日
〜
一
月
三
一
日
（「
増
一
阿
含
」）
二
月
一
日
〜
二
月
一
七
日
（「
中
阿
含
」）
二
月
一
八
日
〜
二
月
一
九
日
（「
長
阿
含
」）
二
月
二
〇
日
〜
二
五
日
（「
雑
阿
含
」）
④
7
以
上
、「
病
床
雑
誌
」
に
お
け
る
書
写
三
月
一
七
日
（「
雑
阿
含
」）
以
上
、「
徒
然
雑
誌
」
に
お
け
る
書
写
「
病
床
雑
誌
」
に
続
い
て
執
筆
さ
れ
た
「
徒
然
雑
誌
」
に
も
、
引
き
続
き
「
雑
阿
含
」（
三
月
一
七
日
）
を
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
月
二
六
日
に
は
『
仏
本
行
集
経
』
を
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
二
〜
四
日
に
『
正
法
念
処
経
』、
同
七
〜
九
、
十
三
日
に
も
『
縮
蔵
』
に
お
け
る
経
典
読
誦
を
行
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
満
之
は
原
始
仏
教
経
典
で
あ
る
「
四
阿
含
」
の
う
え
に
感
じ
た
と
こ
ろ
を
、
二
ヶ
月
近
く
に
わ
た
り
、
毎
日
の
よ
う
に
書
き
抜
い
て
い
る
。
満
之
に
よ
る
こ
の
経
文
書
写
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
満
之
は
「
増
一
阿
含
」
の
読
誦
書
写
を
終
え
た
後
、「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
を
閉
じ
る
が
、
そ
の
末
に
経
文
書
写
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
右
増
一
阿
含
経
中
写
㆑
書
之
稿
者
挙
㆓
読
誦
中
感
応
之
要
領
㆒
者
、
従
㆑
頭
至
㆑
尾
雖
体
裁
不
一
意
唯
在
㆑
欲
㆑
補
㆓
写
者
之
回憶
想
㆒、
故
不
㆔
敢
拘
㆓
詳
略
軽
重
㆒
者
也
、 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
二
一
四
頁
）
こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
書
写
の
体
裁
は
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
書
写
者
自
身
の
回
想
・
憶
想
を
補
う
も
の
で
あ
り
、
書
写
内
容
が
、
詳
細
で
あ
っ
た
り
、
簡
略
で
あ
っ
た
り
、
軽
重
が
生
じ
る
こ
と
に
は
、
敢
え
て
こ
だ
わ
ら
な
い
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
た
だ
漫
然
と
徒
に
書
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
満
之
に
よ
る
経
文
の
書
写
は
、「
詳
略
軽
重
」
の
差
異
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
い
ず
れ
の
書
写
を
も
が
「
読
誦
中
感
応
之
要
領
」
を
挙
げ
た
書
写
で
あ
り
、
そ
れ
を
回
想
・
憶
想
、
す
な
わ
ち
折
に
触
れ
、
想
い
か
え
し
、
憶
い
お
こ
す
こ
と
を
補
う
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
病
苦
の
日
々
の
生
活
の
中
で
回
想
、
憶
想
す
べ
き
「
教
言
」
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
如
来
如
実
の
言
と
し
て
の
阿
含
の
教
説
を
聞
思
す
る
姿
勢
に
お
い
て
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
を
読
誦
書
写
し
て
い
る
こ
と
を
し
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
そ
の
意
味
で
、
書
写
さ
れ
た
文
は
当
時
の
満
之
が
懐
い
て
い
た
関
心
の
所
在
を
如
実
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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ま
た
、
続
く
「
病
床
雑
誌
　
第
二
号
」
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
な
視
座
が
し
め
さ
れ
る
。
括
弧
中
数
字
標
㆓
増
一
阿
含
中
之
同
経
㆒、
括
弧
附
三
角
者
標
㆓
其
同
意
而
異
文
者
㆒、
其
附
？
符
者
標
㆓
其
同
異
難
保
者
㆒、
全
無
比
対
者
特
挙
其
要
領
也 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
二
一
五
│
六
頁
）
満
之
は
、
何
ら
か
の
共
通
し
た
内
容
を
示
す
経
文
に
関
心
を
持
ち
、「
同
意
に
し
て
異
文
」
す
な
わ
ち
文
の
異
な
り
が
あ
っ
て
も
同
じ
意
味
を
も
つ
も
の
は
括
弧
付
き
の
三
角
、
そ
の
同
意
異
文
と
い
う
こ
と
を
保
証
し
難
い
も
の
は
疑
問
符
、「
全
く
比
対
の
無
い
」
文
は
、
そ
の
「
要
領
」（
感
応
の
要
領
）
を
挙
げ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
満
之
の
経
文
書
写
が
漠
然
と
し
た
関
心
か
ら
漫
然
と
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
見
多
岐
に
わ
た
る
経
文
書
写
も
、
何
ら
か
の
明
確
な
視
座
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
阿
含
の
教
説
に
、
一
貫
し
た
仏
意
（
如
来
釈
尊
の
意
）
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
営
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
も
ま
た
、
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
等
読
誦
が
、
病
苦
の
た
だ
中
に
教
法
を
聞
思
す
る
姿
勢
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
　
「
四
阿
含
」
読
誦
の
視
座
│
│
如
来
法
身
不
滅
│
│
　
さ
て
、
満
之
は
「
四
阿
含
」
の
教
説
に
何
を
教
え
ら
れ
、
学
び
取
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
書
写
に
臨
む
満
之
の
関
心
の
所
在
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
の
明
確
な
視
座
を
、
ま
ず
第
一
に
は
満
之
が
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
最
初
に
書
写
す
る
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
次
の
文
に
端
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
増
一
阿
含
経
巻
第
一
　
序▽
品▽
第
一
（
偈
云
）
　
釈
師
出
世
寿
極
短
　
肉▽
体▽
雖▽
逝▽
法▽
身▽
在▽
　
当
令
法
本
不
断
絶
乃
至
　
尊
者
阿
難
作
是
念
　
如▽
来▽
法▽
身▽
不▽
敗▽
壊▽
9
　
永
存
於
世
不
断
絶
乃
至
　
世
尊
所
説
各
各
異
　
菩▽
薩▽
発▽
意▽
趣▽
大▽
乗▽
　
如
来
説
此
種
種
別
　
人
尊
説
六
度
無
極ゴク
乃
至
　
契
経
一
蔵
律
二
蔵
　
阿
毘
曇
経
為
三
蔵
　
方▽
等▽
大▽
乗▽
義▽
玄▽
邃▽
　
及
諸
契
経
為
雑
蔵
　
安
処
仏
語
終
不
異
　
因
縁
本
末
皆
随
順
此
□
□
□
□
□
カ
法
身
不
滅
ノ
説
顕
然
乎
タ
リ
　
又
小
乗
ノ
外
ニ
大
乗
ア
ル
コ
ト
ヲ
開
顕
ス
ル
ナ
リ 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
七
一
頁
）
本
来
、「
増
一
阿
含
」
序
品
第
一
は
、「
増
一
阿
含
」
編
纂
の
由
来
を
述
べ
て
、
釈
尊
の
常
隨
眤
近
の
弟
子
で
あ
っ
た
阿
難
が
そ
の
弟
子
優
多
羅
に
こ
れ
を
付
嘱
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
優
多
羅
の
本
生
譚
を
述
べ
た
も
の
と
了
解
さ
れ
る
が
、
満
之
は
こ
の
経
文
を
大
幅
に
取
捨
し
、
書
写
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
一
節
に
お
け
る
眼
目
を
如
来
の
「
法
身
不
滅
の
説
」
に
あ
る
と
見
い
だ
し
て
い
る
。
釈
尊
と
い
え
ど
も
そ
の
色
身
と
し
て
の
肉
体
は
不
滅
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
釈
尊
の
肉
体
は
滅
び
て
も
如
来
の
法
身
は
敗
壊
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
を
満
之
は
法
身
不
滅
と
い
う
言
葉
で
了
解
す
る
。
満
之
は
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
文
を
如
来
の
「
法
身
不
滅
」
に
つ
い
て
説
示
さ
れ
る
教
説
で
あ
る
と
読
み
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
仏
陀
釈
尊
と
は
何
か
。
そ
し
て
仏
陀
釈
尊
を
仏
陀
釈
尊
た
ら
し
め
る
法
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
究
明
す
る
視
座
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
満
之
は
、
釈
尊
を
仏
陀
釈
尊
た
ら
し
め
る
如
来
法
身
そ
の
も
の
に
、
重
大
な
関
心
を
払
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
満
之
は
「
又
、
小
乗
ノ
外
ニ
大
乗
ア
ル
コ
ト
ヲ
開
顕
ス
ル
」
教
言
で
あ
る
と
言
う
。
そ
れ
は
阿
含
小
乗
と
貶
め
ら
れ
て
き
た
「
四
阿
含
」
の
中
に
、
大
乗
の
精
神
を
見
い
だ
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
　
日
本
に
お
け
る
原
始
仏
教
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三
│
一
九
四
九
）
の
次
の
述
懐
は
、
満
之
が
す
で
に
早
く
「
四
阿
含
」
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
視
座
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
僕
は
清
沢
師
に
親
ら
接
せ
し
事
は
只
一
回
。
二
見
浦
に
て
師
が
、
阿
含
小
乗
と
人
は
貶
す
れ
ど
、
見
る
人
の
心
次
第
に
て
其
の
中
に
⑤
8
　
ま
た
、
続
く
「
病
床
雑
誌
　
第
二
号
」
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
な
視
座
が
し
め
さ
れ
る
。
括
弧
中
数
字
標
㆓
増
一
阿
含
中
之
同
経
㆒、
括
弧
附
三
角
者
標
㆓
其
同
意
而
異
文
者
㆒、
其
附
？
符
者
標
㆓
其
同
異
難
保
者
㆒、
全
無
比
対
者
特
挙
其
要
領
也 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
二
一
五
│
六
頁
）
満
之
は
、
何
ら
か
の
共
通
し
た
内
容
を
示
す
経
文
に
関
心
を
持
ち
、「
同
意
に
し
て
異
文
」
す
な
わ
ち
文
の
異
な
り
が
あ
っ
て
も
同
じ
意
味
を
も
つ
も
の
は
括
弧
付
き
の
三
角
、
そ
の
同
意
異
文
と
い
う
こ
と
を
保
証
し
難
い
も
の
は
疑
問
符
、「
全
く
比
対
の
無
い
」
文
は
、
そ
の
「
要
領
」（
感
応
の
要
領
）
を
挙
げ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
満
之
の
経
文
書
写
が
漠
然
と
し
た
関
心
か
ら
漫
然
と
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
見
多
岐
に
わ
た
る
経
文
書
写
も
、
何
ら
か
の
明
確
な
視
座
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
阿
含
の
教
説
に
、
一
貫
し
た
仏
意
（
如
来
釈
尊
の
意
）
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
営
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
も
ま
た
、
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
等
読
誦
が
、
病
苦
の
た
だ
中
に
教
法
を
聞
思
す
る
姿
勢
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
　
「
四
阿
含
」
読
誦
の
視
座
│
│
如
来
法
身
不
滅
│
│
　
さ
て
、
満
之
は
「
四
阿
含
」
の
教
説
に
何
を
教
え
ら
れ
、
学
び
取
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
書
写
に
臨
む
満
之
の
関
心
の
所
在
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
の
明
確
な
視
座
を
、
ま
ず
第
一
に
は
満
之
が
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
最
初
に
書
写
す
る
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
次
の
文
に
端
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
増
一
阿
含
経
巻
第
一
　
序▽
品▽
第
一
（
偈
云
）
　
釈
師
出
世
寿
極
短
　
肉▽
体▽
雖▽
逝▽
法▽
身▽
在▽
　
当
令
法
本
不
断
絶
乃
至
　
尊
者
阿
難
作
是
念
　
如▽
来▽
法▽
身▽
不▽
敗▽
壊▽
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永
存
於
世
不
断
絶
乃
至
　
世
尊
所
説
各
各
異
　
菩▽
薩▽
発▽
意▽
趣▽
大▽
乗▽
　
如
来
説
此
種
種
別
　
人
尊
説
六
度
無
極ゴク
乃
至
　
契
経
一
蔵
律
二
蔵
　
阿
毘
曇
経
為
三
蔵
　
方▽
等▽
大▽
乗▽
義▽
玄▽
邃▽
　
及
諸
契
経
為
雑
蔵
　
安
処
仏
語
終
不
異
　
因
縁
本
末
皆
随
順
此
□
□
□
□
□
カ
法
身
不
滅
ノ
説
顕
然
乎
タ
リ
　
又
小
乗
ノ
外
ニ
大
乗
ア
ル
コ
ト
ヲ
開
顕
ス
ル
ナ
リ 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
七
一
頁
）
本
来
、「
増
一
阿
含
」
序
品
第
一
は
、「
増
一
阿
含
」
編
纂
の
由
来
を
述
べ
て
、
釈
尊
の
常
隨
眤
近
の
弟
子
で
あ
っ
た
阿
難
が
そ
の
弟
子
優
多
羅
に
こ
れ
を
付
嘱
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
優
多
羅
の
本
生
譚
を
述
べ
た
も
の
と
了
解
さ
れ
る
が
、
満
之
は
こ
の
経
文
を
大
幅
に
取
捨
し
、
書
写
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
一
節
に
お
け
る
眼
目
を
如
来
の
「
法
身
不
滅
の
説
」
に
あ
る
と
見
い
だ
し
て
い
る
。
釈
尊
と
い
え
ど
も
そ
の
色
身
と
し
て
の
肉
体
は
不
滅
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
釈
尊
の
肉
体
は
滅
び
て
も
如
来
の
法
身
は
敗
壊
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
を
満
之
は
法
身
不
滅
と
い
う
言
葉
で
了
解
す
る
。
満
之
は
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
文
を
如
来
の
「
法
身
不
滅
」
に
つ
い
て
説
示
さ
れ
る
教
説
で
あ
る
と
読
み
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
仏
陀
釈
尊
と
は
何
か
。
そ
し
て
仏
陀
釈
尊
を
仏
陀
釈
尊
た
ら
し
め
る
法
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
究
明
す
る
視
座
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
満
之
は
、
釈
尊
を
仏
陀
釈
尊
た
ら
し
め
る
如
来
法
身
そ
の
も
の
に
、
重
大
な
関
心
を
払
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
満
之
は
「
又
、
小
乗
ノ
外
ニ
大
乗
ア
ル
コ
ト
ヲ
開
顕
ス
ル
」
教
言
で
あ
る
と
言
う
。
そ
れ
は
阿
含
小
乗
と
貶
め
ら
れ
て
き
た
「
四
阿
含
」
の
中
に
、
大
乗
の
精
神
を
見
い
だ
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
　
日
本
に
お
け
る
原
始
仏
教
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三
│
一
九
四
九
）
の
次
の
述
懐
は
、
満
之
が
す
で
に
早
く
「
四
阿
含
」
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
視
座
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
僕
は
清
沢
師
に
親
ら
接
せ
し
事
は
只
一
回
。
二
見
浦
に
て
師
が
、
阿
含
小
乗
と
人
は
貶
す
れ
ど
、
見
る
人
の
心
次
第
に
て
其
の
中
に
⑤
10
大
乗
も
あ
り
他
力
門
も
存
せ
り
、
と
い
は
れ
し
一
語
今
尚
ほ
耳
底
に
響
き
、
近
来
僕
が
信
仰
の
為
に
求
め
ん
と
し
つ
ゝ
努
力
す
る
間
、
髣
髴
の
間
に
得
た
る
光
明
は
、
益
々
此
の
言
の
真
摯
の
経
験
に
出
で
し
を
悟
ら
し
め
、
数
日
前
に
恰
も
近
角
兄
と
此
の
事
を
語
り
し
な
り
。 
（
法
藏
館
『
全
集
』
第
八
巻
・
一
八
二
頁
）
　
こ
れ
は
明
治
三
六
年
十
月
六
日
附
、
暁
烏
敏
宛
の
姉
崎
の
書
簡
で
あ
る
。
姉
崎
が
た
だ
一
回
、
満
之
と
親
し
く
接
し
た
と
い
う
二
見
浦
で
の
出
遇
い
は
、
西
村
見
暁
の
指
摘
に
よ
れ
ば
明
治
二
六
年
八
月
の
仏
教
青
年
会
の
時
で
あ
り
、
満
之
は
「
四
阿
含
」
読
誦
に
遡
る
こ
と
四
年
半
前
に
、「
四
阿
含
」
に
「
見
る
人
の
心
次
第
」
で
大
乗
の
精
神
が
あ
り
、
他
力
門
も
存
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
　
仏
教
学
者
の
水
野
弘
元
は
、
現
存
す
る
漢
訳
「
増
一
阿
含
」
に
は
、
パ
ー
リ
『
増
支
部
』
や
断
片
的
に
現
存
す
る
曇
摩
難
提
訳
の
「
増
一
阿
含
」
と
も
、
さ
ら
に
は
一
般
の
「
四
阿
含
」
全
体
と
も
異
な
る
、
三
つ
特
徴
的
な
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
　
大
乗
的
色
彩
を
持
つ
。
一
　
仏
や
弟
子
達
の
現
生
や
前
生
の
物
語
を
多
く
含
み
、
そ
こ
に
は
他
派
の
阿
含
や
律
の
註
釈
書
に
出
て
い
る
よ
う
な
新
し
い
要
素
が
少
な
い
。
一
　
他
派
の
阿
含
経
に
全
く
見
ら
れ
な
い
、
史
実
に
反
す
る
よ
う
な
創
作
的
経
典
が
少
な
く
な
い
。
　
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
増
一
阿
含
」
が
他
派
の
阿
含
経
典
、
さ
ら
に
他
の
「
四
阿
含
」
に
比
し
て
、
大
乗
的
色
彩
を
強
く
持
つ
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
水
野
は
そ
の
具
体
的
事
例
と
し
て
①
「
方
等
大
乗
」「
大
乗
行
」
と
い
う
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
。
②
「
六
度
無
極
」「
六
波
羅
蜜
」
の
語
と
そ
の
項
目
の
列
挙
説
明
や
、「
菩
薩
行
」「
菩
薩
記
別
」
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
③
「
他
土
他
方
の
如
来
の
名
」
が
出
さ
れ
る
こ
と
。
④
「
仏
創
作
性
の
物
語
や
造
像
の
功
徳
」
が
説
か
れ
る
こ
と
。
⑤
「
経
典
書
写
の
功
徳
」
が
説
か
れ
る
こ
と
、
他
に
も
一
般
の
阿
含
に
は
な
く
大
乗
経
に
な
っ
て
現
れ
て
く
る
用
語
や
考
え
方
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
　
こ
の
水
野
の
指
摘
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
増
一
阿
含
」
が
、
四
阿
含
の
中
で
、
特
に
大
乗
的
性
格
を
持
っ
た
語
句
・
文
章
・
思
想
表
現
に
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
文
の
な
か
で
、
満
之
は
、「
肉
体
雖
逝
法
⑥
⑦
⑧
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身
在
」「
如
来
法
身
不
敗
壊
」「
菩
薩
発
意
趣
大
乗
」「
方
等
大
乗
義
玄
邃
」
に
圏
点
を
付
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
「
人
尊
説
六
度
無
極
」
の
文
も
見
ら
れ
る
。
満
之
は
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
教
説
を
「
乃
至
」
す
る
か
た
ち
で
か
な
り
大
胆
に
取
捨
し
書
き
写
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
教
意
を
、「
増
一
阿
含
」
は
序
品
に
於
て
、
如
来
の
「
法
身
不
滅
」
を
説
き
、
か
つ
大
乗
の
精
神
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
説
示
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
一
例
で
は
あ
る
が
、
満
之
が
「
増
一
阿
含
」
四
意
断
品
に
お
け
る
次
の
文
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
呼
応
関
係
を
見
出
し
得
る
と
思
わ
れ
る
。
四
不
可
思
議
事
、
非
㆔
小
乗
5
5
所
㆓
能
知
㆒、
世
界
、
衆
、
竜
宮
、
仏
土
、 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
八
六
頁
）
　
こ
の
文
は
釈
尊
が
舎
利
弗
に
語
る
言
葉
で
あ
る
が
、
満
之
は
、
こ
の
文
の
中
の
「
小
乗
」
に
圏
点
を
付
し
て
お
り
、
四
阿
含
、
殊
に
「
増
一
阿
含
」
に
お
け
る
「
如
来
の
四
不
可
思
議
事
」
に
関
す
る
説
は
、「
小
乗
」
の
精
神
に
お
い
て
は
断
じ
て
知
り
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
の
釈
尊
の
教
示
を
聞
き
と
っ
て
い
る
。
　
姉
崎
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
満
之
は
「
見
る
人
の
心
次
第
」
で
、「
四
阿
含
」
に
は
大
乗
の
精
神
が
あ
り
他
力
門
も
存
す
る
と
述
べ
て
い
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
の
満
之
は
す
で
に
、
小
乗
経
典
か
大
乗
経
典
か
と
い
う
関
心
に
お
い
て
で
は
な
く
、「
養
痾
」
に
感
得
し
た
自
力
無
功
の
自
覚
に
た
っ
て
、「
四
阿
含
」
を
読
み
す
す
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
確
認
に
基
づ
い
て
、
満
之
が
「
増
一
阿
含
」「
序
品
」
の
教
言
を
取
捨
し
て
書
写
す
る
意
図
を
考
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
一
つ
に
は
肉
体
の
滅
を
示
現
す
る
有
限
な
る
存
在
と
し
て
の
釈
尊
を
、
結
核
を
患
う
自
身
、
す
な
わ
ち
有
限
存
在
と
し
て
の
自
ら
の
い
の
ち
の
事
実
に
重
ね
て
了
解
す
る
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
満
之
が
し
ば
し
ば
「
死
生
」
と
い
う
一
語
で
示
す
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、
死
す
べ
き
身
を
生
き
る
有
限
存
在
で
あ
る
。
色
身
の
釈
尊
は
肉
体
の
滅
に
お
い
て
有
限
な
る
い
の
ち
の
事
実
を
示
現
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
釈
尊
を
仏
陀
釈
尊
た
ら
し
め
た
如
来
法
身
は
不
滅
で
あ
る
。
釈
尊
を
仏
陀
た
ら
し
め
た
も
の
、
そ
れ
を
満
之
は
如
来
法
身
に
見
出
す
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
意
義
を
満
之
は
「
増
一
阿
含
」「
序
品
」
の
教
説
に
聞
き
取
っ
て
い
る
。
⑨
10
大
乗
も
あ
り
他
力
門
も
存
せ
り
、
と
い
は
れ
し
一
語
今
尚
ほ
耳
底
に
響
き
、
近
来
僕
が
信
仰
の
為
に
求
め
ん
と
し
つ
ゝ
努
力
す
る
間
、
髣
髴
の
間
に
得
た
る
光
明
は
、
益
々
此
の
言
の
真
摯
の
経
験
に
出
で
し
を
悟
ら
し
め
、
数
日
前
に
恰
も
近
角
兄
と
此
の
事
を
語
り
し
な
り
。 
（
法
藏
館
『
全
集
』
第
八
巻
・
一
八
二
頁
）
　
こ
れ
は
明
治
三
六
年
十
月
六
日
附
、
暁
烏
敏
宛
の
姉
崎
の
書
簡
で
あ
る
。
姉
崎
が
た
だ
一
回
、
満
之
と
親
し
く
接
し
た
と
い
う
二
見
浦
で
の
出
遇
い
は
、
西
村
見
暁
の
指
摘
に
よ
れ
ば
明
治
二
六
年
八
月
の
仏
教
青
年
会
の
時
で
あ
り
、
満
之
は
「
四
阿
含
」
読
誦
に
遡
る
こ
と
四
年
半
前
に
、「
四
阿
含
」
に
「
見
る
人
の
心
次
第
」
で
大
乗
の
精
神
が
あ
り
、
他
力
門
も
存
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
　
仏
教
学
者
の
水
野
弘
元
は
、
現
存
す
る
漢
訳
「
増
一
阿
含
」
に
は
、
パ
ー
リ
『
増
支
部
』
や
断
片
的
に
現
存
す
る
曇
摩
難
提
訳
の
「
増
一
阿
含
」
と
も
、
さ
ら
に
は
一
般
の
「
四
阿
含
」
全
体
と
も
異
な
る
、
三
つ
特
徴
的
な
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
　
大
乗
的
色
彩
を
持
つ
。
一
　
仏
や
弟
子
達
の
現
生
や
前
生
の
物
語
を
多
く
含
み
、
そ
こ
に
は
他
派
の
阿
含
や
律
の
註
釈
書
に
出
て
い
る
よ
う
な
新
し
い
要
素
が
少
な
い
。
一
　
他
派
の
阿
含
経
に
全
く
見
ら
れ
な
い
、
史
実
に
反
す
る
よ
う
な
創
作
的
経
典
が
少
な
く
な
い
。
　
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
増
一
阿
含
」
が
他
派
の
阿
含
経
典
、
さ
ら
に
他
の
「
四
阿
含
」
に
比
し
て
、
大
乗
的
色
彩
を
強
く
持
つ
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
水
野
は
そ
の
具
体
的
事
例
と
し
て
①
「
方
等
大
乗
」「
大
乗
行
」
と
い
う
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
。
②
「
六
度
無
極
」「
六
波
羅
蜜
」
の
語
と
そ
の
項
目
の
列
挙
説
明
や
、「
菩
薩
行
」「
菩
薩
記
別
」
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
③
「
他
土
他
方
の
如
来
の
名
」
が
出
さ
れ
る
こ
と
。
④
「
仏
創
作
性
の
物
語
や
造
像
の
功
徳
」
が
説
か
れ
る
こ
と
。
⑤
「
経
典
書
写
の
功
徳
」
が
説
か
れ
る
こ
と
、
他
に
も
一
般
の
阿
含
に
は
な
く
大
乗
経
に
な
っ
て
現
れ
て
く
る
用
語
や
考
え
方
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
　
こ
の
水
野
の
指
摘
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
増
一
阿
含
」
が
、
四
阿
含
の
中
で
、
特
に
大
乗
的
性
格
を
持
っ
た
語
句
・
文
章
・
思
想
表
現
に
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
文
の
な
か
で
、
満
之
は
、「
肉
体
雖
逝
法
⑥
⑦
⑧
11
身
在
」「
如
来
法
身
不
敗
壊
」「
菩
薩
発
意
趣
大
乗
」「
方
等
大
乗
義
玄
邃
」
に
圏
点
を
付
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
「
人
尊
説
六
度
無
極
」
の
文
も
見
ら
れ
る
。
満
之
は
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
教
説
を
「
乃
至
」
す
る
か
た
ち
で
か
な
り
大
胆
に
取
捨
し
書
き
写
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
教
意
を
、「
増
一
阿
含
」
は
序
品
に
於
て
、
如
来
の
「
法
身
不
滅
」
を
説
き
、
か
つ
大
乗
の
精
神
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
説
示
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
一
例
で
は
あ
る
が
、
満
之
が
「
増
一
阿
含
」
四
意
断
品
に
お
け
る
次
の
文
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
呼
応
関
係
を
見
出
し
得
る
と
思
わ
れ
る
。
四
不
可
思
議
事
、
非
㆔
小
乗
5
5
所
㆓
能
知
㆒、
世
界
、
衆
、
竜
宮
、
仏
土
、 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
八
六
頁
）
　
こ
の
文
は
釈
尊
が
舎
利
弗
に
語
る
言
葉
で
あ
る
が
、
満
之
は
、
こ
の
文
の
中
の
「
小
乗
」
に
圏
点
を
付
し
て
お
り
、
四
阿
含
、
殊
に
「
増
一
阿
含
」
に
お
け
る
「
如
来
の
四
不
可
思
議
事
」
に
関
す
る
説
は
、「
小
乗
」
の
精
神
に
お
い
て
は
断
じ
て
知
り
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
の
釈
尊
の
教
示
を
聞
き
と
っ
て
い
る
。
　
姉
崎
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
満
之
は
「
見
る
人
の
心
次
第
」
で
、「
四
阿
含
」
に
は
大
乗
の
精
神
が
あ
り
他
力
門
も
存
す
る
と
述
べ
て
い
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
の
満
之
は
す
で
に
、
小
乗
経
典
か
大
乗
経
典
か
と
い
う
関
心
に
お
い
て
で
は
な
く
、「
養
痾
」
に
感
得
し
た
自
力
無
功
の
自
覚
に
た
っ
て
、「
四
阿
含
」
を
読
み
す
す
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
確
認
に
基
づ
い
て
、
満
之
が
「
増
一
阿
含
」「
序
品
」
の
教
言
を
取
捨
し
て
書
写
す
る
意
図
を
考
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
一
つ
に
は
肉
体
の
滅
を
示
現
す
る
有
限
な
る
存
在
と
し
て
の
釈
尊
を
、
結
核
を
患
う
自
身
、
す
な
わ
ち
有
限
存
在
と
し
て
の
自
ら
の
い
の
ち
の
事
実
に
重
ね
て
了
解
す
る
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
満
之
が
し
ば
し
ば
「
死
生
」
と
い
う
一
語
で
示
す
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、
死
す
べ
き
身
を
生
き
る
有
限
存
在
で
あ
る
。
色
身
の
釈
尊
は
肉
体
の
滅
に
お
い
て
有
限
な
る
い
の
ち
の
事
実
を
示
現
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
釈
尊
を
仏
陀
釈
尊
た
ら
し
め
た
如
来
法
身
は
不
滅
で
あ
る
。
釈
尊
を
仏
陀
た
ら
し
め
た
も
の
、
そ
れ
を
満
之
は
如
来
法
身
に
見
出
す
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
意
義
を
満
之
は
「
増
一
阿
含
」「
序
品
」
の
教
説
に
聞
き
取
っ
て
い
る
。
⑨
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
満
之
は
し
ば
し
ば
有
限
無
限
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
思
索
を
行
う
。
そ
の
思
索
の
中
で
満
之
は
宗
教
的
信
念
の
獲
得
を
有
限
無
限
の
関
係
に
目
覚
め
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
了
解
は
、
我
々
は
身
は
有
限
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
獲
信
に
お
い
て
、
よ
り
根
源
的
（
あ
る
い
は
本
来
的
）
に
は
、
単
な
る
有
限
存
在
で
は
な
く
無
限
の
力
用
を
感
得
し
生
き
る
存
在
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
有
限
な
る
生
存
が
「
如
来
法
身
」、
満
之
の
言
葉
で
い
え
ば
「
絶
対
無
限
者
」
と
と
も
に
あ
る
こ
と
を
認
信
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
満
之
は
か
つ
て
、「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
に
お
い
て
こ
の
無
限
の
力
用
を
法
身
上
に
法
性
法
身
、
方
便
法
身
と
区
別
し
て
次
の
よ
う
に
推
究
し
て
い
た
。
絶
対
无
限
ハ
凝
然
真
如
ナ
リ
　
相
対
无
限
ハ
随
縁
真
如
ナ
リ
　
凝
然
真
如
ハ
其
名
ノ
如
ク
湛
然
ト
シ
テ
不
作
一
法
ナ
リ
　
随
縁
真
如
モ
亦
其
名
ノ
如
ク
縁
ニ
随
テ
造
作
諸
法
ナ
リ
　
今
有
限
ノ
衆
生
ヲ
縁
ト
シ
テ
大
悲
ノ
方
便
ヲ
垂
ル
ヽ
ハ
則
チ
此
随
縁
真
如
ノ
妙
用
ナ
リ
（
中
略
）
吾
人
各
箇
ガ
必
ス
大
涅
槃
ニ
到
達
シ
得
ヘ
キ
証
拠
ハ
何
処
ニ
ア
ル
ヤ
　
真
如
随
縁
ノ
理
ニ
就
テ
流
転
門
ニ
於
テ
万
差
ト
顕
現
セ
ル
諸
法
ハ
還
滅
門
ニ
於
テ
同
一
本
元
ニ
還
帰
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
必
然
ア
ル
ニ
由
ル
（
中
略
）
今
吾
人
ノ
言
ニ
テ
云
ハ
シ
メ
バ
一
切
衆
生
ノ
往
生
（
即
チ
万
法
ノ
還
元
）
ハ
（
阿
）
弥
陀
ノ
正
覚
（
即
チ
還
滅
門
ノ
必
然
）
ヨ
リ
起
ル
　
而
シ
テ
既
ニ
（
阿
）
弥
陀
ノ
正
覚
（
即
チ
還
滅
ノ
必
然
）
ア
リ
　
故
ニ
衆
生
ノ
往
生
（
即
チ
万
法
ノ
還
元
）
ハ
確
固
不
抜
ナ
リ
ト
言
ハ
ン
ノ
ミ
　
尚
他
力
門
ニ
ハ
不
変
真
如
随
縁
真
如
ヲ
法
身
上
ニ
区
別
シ
テ
法
性
法
身
方
便
法
身
ト
トママ
云
フ
　
其
方
便
法
身
ト
ハ
因
果
的
報
身
仏
ナ
リ
 
（「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」『
全
集
』
第
二
巻
・
七
四
│
五
頁
）
　
こ
こ
で
は
「
絶
対
無
限
（
法
性
法
身
）・
相
対
無
限
（
方
便
法
身
）」
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
如
来
の
攝
取
不
捨
の
は
た
ら
き
と
、
生
死
流
転
す
る
迷
妄
存
在
で
あ
る
衆
生
に
お
け
る
浄
土
往
生
と
い
う
他
力
門
仏
教
の
課
題
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
如
来
の
「
法
身
」
が
「
不
滅
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
眼
目
を
見
出
す
満
之
の
視
座
は
、
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
読
誦
が
、「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
に
お
け
る
課
題
の
推
究
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
　
求
道
の
課
題
│
│
生
死
出
づ
べ
き
道
│
│
　
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
の
読
誦
開
始
後
、
書
写
開
始
の
直
前
に
あ
た
る
明
治
三
一
年
一
月
一
日
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
信
心
開
発
ハ
絶
対
ヲ
認
識
覚
知
ス
ル
ノ
一
段
ニ
シ
テ
禅
家
ノ
所
謂
大
悟
一
番
ナ
ル
モ
ノ
ト
等
シ
　
信
後
ノ
称
名
ハ
憶
念
心
（
理
論
的
ニ
ハ
常
恒
存
在
セ
ル
モ
ノ
）
ヲ
顕
赫
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
方
便
ニ
シ
テ
禅
家
ノ
所
謂
悟
後
ノ
修
行
ト
同
シ
（
或
ハ
公
案
ノ
畳
究
ナ
リ
）
　
只
真
禅
ノ
相
異
ハ
彼
ハ
悟
ノ
終
極
ヲ
望
ン
テ
徹
底
放
下
セ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
此
ハ
悟
ノ
始
極
ヲ
重
ン
シ
テ
専
ラ
其
摂
取
不
捨
ノ
広
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
主
ト
ス
ル
ナ
リ 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
六
四
頁
）
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
か
ら
「
臘
扇
記
第
二
号
」
ま
で
の
一
年
あ
ま
り
、
絶
え
間
な
く
続
け
ら
れ
る
日
録
を
始
め
る
そ
の
日
、
満
之
は
、
信
心
開
発
と
は
絶
対
無
限
を
認
識
覚
知
す
る
こ
と
で
あ
る
と
端
的
に
示
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
禅
宗
と
真
宗
の
相
違
を
対
比
し
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
ら
の
帰
す
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
、
悟
道
の
始
発
点
で
あ
る
信
が
重
視
さ
れ
、
絶
対
無
限
の
広
大
な
る
摂
取
不
捨
の
力
用
を
主
要
と
す
る
と
記
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
文
言
を
「
四
阿
含
」
を
読
誦
し
、
さ
ら
に
そ
の
書
写
を
開
始
す
る
直
前
に
、
し
か
も
「
病
苦
」
の
た
だ
中
で
、「
病
床
雑
誌
」
と
題
し
起
筆
し
た
日
記
の
初
日
（
明
治
三
十
一
年
一
月
一
日
）
に
記
す
経
緯
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
は
、
か
つ
て
「
阿
含
小
乗
と
人
は
貶
す
れ
ど
、
見
る
人
の
心
次
第
に
て
其
の
中
に
大
乗
も
あ
り
他
力
門
も
存｣
す
る
と
語
り
、
い
ま
「
四
阿
含
」
読
誦
に
の
ぞ
む
満
之
の
課
題
が
学
究
的
関
心
か
ら
他
力
門
の
教
説
と
「
四
阿
含
」
の
教
説
と
の
単
な
る
会
通
を
試
み
る
こ
と
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
証
す
る
よ
う
に
、
満
之
は
、
後
年
「
阿
含
感
」
と
題
す
る
文
章
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
余
ガ
『
阿
含
』
ヲ
読
誦
シ
テ
特
ニ
感
ノ
深
カ
リ
シ
ハ
咯
血
襲
来
ノ
病
床
ニ
ア
リ
シ
ガ
為
カ
　
然
ラ
バ
教
法
ノ
妙
味
ニ
達
セ
ン
ト
セ
バ
生
死
巌
頭
ノ
観
ニ
住
ス
ル
コ
ト
尤
モ
必
要
タ
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ 
（〔
転
迷
開
悟
録
〕『
全
集
』
第
二
巻
・
一
八
七
頁
）
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
満
之
は
し
ば
し
ば
有
限
無
限
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
思
索
を
行
う
。
そ
の
思
索
の
中
で
満
之
は
宗
教
的
信
念
の
獲
得
を
有
限
無
限
の
関
係
に
目
覚
め
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
了
解
は
、
我
々
は
身
は
有
限
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
獲
信
に
お
い
て
、
よ
り
根
源
的
（
あ
る
い
は
本
来
的
）
に
は
、
単
な
る
有
限
存
在
で
は
な
く
無
限
の
力
用
を
感
得
し
生
き
る
存
在
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
有
限
な
る
生
存
が
「
如
来
法
身
」、
満
之
の
言
葉
で
い
え
ば
「
絶
対
無
限
者
」
と
と
も
に
あ
る
こ
と
を
認
信
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
満
之
は
か
つ
て
、「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
に
お
い
て
こ
の
無
限
の
力
用
を
法
身
上
に
法
性
法
身
、
方
便
法
身
と
区
別
し
て
次
の
よ
う
に
推
究
し
て
い
た
。
絶
対
无
限
ハ
凝
然
真
如
ナ
リ
　
相
対
无
限
ハ
随
縁
真
如
ナ
リ
　
凝
然
真
如
ハ
其
名
ノ
如
ク
湛
然
ト
シ
テ
不
作
一
法
ナ
リ
　
随
縁
真
如
モ
亦
其
名
ノ
如
ク
縁
ニ
随
テ
造
作
諸
法
ナ
リ
　
今
有
限
ノ
衆
生
ヲ
縁
ト
シ
テ
大
悲
ノ
方
便
ヲ
垂
ル
ヽ
ハ
則
チ
此
随
縁
真
如
ノ
妙
用
ナ
リ
（
中
略
）
吾
人
各
箇
ガ
必
ス
大
涅
槃
ニ
到
達
シ
得
ヘ
キ
証
拠
ハ
何
処
ニ
ア
ル
ヤ
　
真
如
随
縁
ノ
理
ニ
就
テ
流
転
門
ニ
於
テ
万
差
ト
顕
現
セ
ル
諸
法
ハ
還
滅
門
ニ
於
テ
同
一
本
元
ニ
還
帰
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
必
然
ア
ル
ニ
由
ル
（
中
略
）
今
吾
人
ノ
言
ニ
テ
云
ハ
シ
メ
バ
一
切
衆
生
ノ
往
生
（
即
チ
万
法
ノ
還
元
）
ハ
（
阿
）
弥
陀
ノ
正
覚
（
即
チ
還
滅
門
ノ
必
然
）
ヨ
リ
起
ル
　
而
シ
テ
既
ニ
（
阿
）
弥
陀
ノ
正
覚
（
即
チ
還
滅
ノ
必
然
）
ア
リ
　
故
ニ
衆
生
ノ
往
生
（
即
チ
万
法
ノ
還
元
）
ハ
確
固
不
抜
ナ
リ
ト
言
ハ
ン
ノ
ミ
　
尚
他
力
門
ニ
ハ
不
変
真
如
随
縁
真
如
ヲ
法
身
上
ニ
区
別
シ
テ
法
性
法
身
方
便
法
身
ト
トママ
云
フ
　
其
方
便
法
身
ト
ハ
因
果
的
報
身
仏
ナ
リ
 
（「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」『
全
集
』
第
二
巻
・
七
四
│
五
頁
）
　
こ
こ
で
は
「
絶
対
無
限
（
法
性
法
身
）・
相
対
無
限
（
方
便
法
身
）」
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
如
来
の
攝
取
不
捨
の
は
た
ら
き
と
、
生
死
流
転
す
る
迷
妄
存
在
で
あ
る
衆
生
に
お
け
る
浄
土
往
生
と
い
う
他
力
門
仏
教
の
課
題
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
如
来
の
「
法
身
」
が
「
不
滅
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
眼
目
を
見
出
す
満
之
の
視
座
は
、
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
読
誦
が
、「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
に
お
け
る
課
題
の
推
究
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
　
求
道
の
課
題
│
│
生
死
出
づ
べ
き
道
│
│
　
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
の
読
誦
開
始
後
、
書
写
開
始
の
直
前
に
あ
た
る
明
治
三
一
年
一
月
一
日
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
信
心
開
発
ハ
絶
対
ヲ
認
識
覚
知
ス
ル
ノ
一
段
ニ
シ
テ
禅
家
ノ
所
謂
大
悟
一
番
ナ
ル
モ
ノ
ト
等
シ
　
信
後
ノ
称
名
ハ
憶
念
心
（
理
論
的
ニ
ハ
常
恒
存
在
セ
ル
モ
ノ
）
ヲ
顕
赫
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
方
便
ニ
シ
テ
禅
家
ノ
所
謂
悟
後
ノ
修
行
ト
同
シ
（
或
ハ
公
案
ノ
畳
究
ナ
リ
）
　
只
真
禅
ノ
相
異
ハ
彼
ハ
悟
ノ
終
極
ヲ
望
ン
テ
徹
底
放
下
セ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
此
ハ
悟
ノ
始
極
ヲ
重
ン
シ
テ
専
ラ
其
摂
取
不
捨
ノ
広
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
主
ト
ス
ル
ナ
リ 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
六
四
頁
）
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
か
ら
「
臘
扇
記
第
二
号
」
ま
で
の
一
年
あ
ま
り
、
絶
え
間
な
く
続
け
ら
れ
る
日
録
を
始
め
る
そ
の
日
、
満
之
は
、
信
心
開
発
と
は
絶
対
無
限
を
認
識
覚
知
す
る
こ
と
で
あ
る
と
端
的
に
示
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
禅
宗
と
真
宗
の
相
違
を
対
比
し
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
ら
の
帰
す
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
、
悟
道
の
始
発
点
で
あ
る
信
が
重
視
さ
れ
、
絶
対
無
限
の
広
大
な
る
摂
取
不
捨
の
力
用
を
主
要
と
す
る
と
記
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
文
言
を
「
四
阿
含
」
を
読
誦
し
、
さ
ら
に
そ
の
書
写
を
開
始
す
る
直
前
に
、
し
か
も
「
病
苦
」
の
た
だ
中
で
、「
病
床
雑
誌
」
と
題
し
起
筆
し
た
日
記
の
初
日
（
明
治
三
十
一
年
一
月
一
日
）
に
記
す
経
緯
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
は
、
か
つ
て
「
阿
含
小
乗
と
人
は
貶
す
れ
ど
、
見
る
人
の
心
次
第
に
て
其
の
中
に
大
乗
も
あ
り
他
力
門
も
存｣
す
る
と
語
り
、
い
ま
「
四
阿
含
」
読
誦
に
の
ぞ
む
満
之
の
課
題
が
学
究
的
関
心
か
ら
他
力
門
の
教
説
と
「
四
阿
含
」
の
教
説
と
の
単
な
る
会
通
を
試
み
る
こ
と
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
証
す
る
よ
う
に
、
満
之
は
、
後
年
「
阿
含
感
」
と
題
す
る
文
章
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
余
ガ
『
阿
含
』
ヲ
読
誦
シ
テ
特
ニ
感
ノ
深
カ
リ
シ
ハ
咯
血
襲
来
ノ
病
床
ニ
ア
リ
シ
ガ
為
カ
　
然
ラ
バ
教
法
ノ
妙
味
ニ
達
セ
ン
ト
セ
バ
生
死
巌
頭
ノ
観
ニ
住
ス
ル
コ
ト
尤
モ
必
要
タ
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ 
（〔
転
迷
開
悟
録
〕『
全
集
』
第
二
巻
・
一
八
七
頁
）
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阿
含
の
教
説
は
、
喀
血
襲
来
す
る
病
床
に
お
い
て
、
死
と
対
面
し
、
限
り
あ
る
ま
さ
に
有
限
の
我
が
身
を
実
感
し
、
病
苦
、
さ
ら
に
は
死
苦
に
身
も
だ
え
る
苦
悩
の
現
実
の
た
だ
中
に
、「
生
死
巌
頭
の
観
に
住
す
」
る
満
之
自
身
の
求
道
の
魂
を
も
っ
と
も
揺
さ
ぶ
る
仏
陀
釈
尊
の
「
教
法
」
と
し
て
響
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
満
之
が
単
な
る
教
理
史
的
関
心
や
、
仏
教
の
体
系
的
理
解
へ
の
関
心
か
ら
「
四
阿
含
」
読
誦
に
取
り
組
ん
だ
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
前
に
述
べ
た
よ
う
な
状
況
に
投
げ
出
さ
れ
て
あ
る
一
個
の
人
間
と
し
て
、
切
実
な
求
道
的
関
心
か
ら
、
満
之
は
「
四
阿
含
」
を
読
誦
し
、
そ
こ
に
如
来
釈
尊
の
教
言
、
如
来
如
実
言
を
聞
き
取
ろ
う
と
し
て
い
く
。
満
之
の
「
四
阿
含
」
読
誦
が
切
実
な
求
道
的
関
心
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、「
阿
含
感
」
の
「
教
法
の
妙
味
に
達
せ
ん
と
せ
ば
」
と
課
題
的
に
述
懐
さ
れ
る
一
語
に
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
　
満
之
が
二
月
二
六
日
の
日
記
に
、「
四
阿
含
」
に
続
い
て
読
誦
す
る
『
仏
本
行
集
経
』
三
部
六
十
章
の
な
か
で
、
特
に
釈
尊
の
出
家
入
山
の
場
面
に
深
い
感
銘
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
証
左
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
読
㆓
仏▽
本▽
行▽
経▽
㆒、
至
㆓
太
子
出
家
入
山
之
処
㆒、
悲
絶
哀
絶
、
冷
眼
亦
不
㆑
覚
㆓
暗
涙
湿
㆒、
而
菩
薩
之
決
心
、
凛
乎
不
動
、
百
千
諍
諫
、
無
㆑
有
㆓
微
効
㆒、
但
倍
煥
㆓
発
大
聖
智
懐
熱
誠
㆒
而
已
、
嗚
呼
難
㆑
値
難
㆑
遇
、
如
来
出
世
、
億
劫
値
遇
、
真
個
宿
縁
、
吾
人
何
幸
、
得
㆑
聞
㆓
大
法
㆒、
豈
可
㆑
不
㆓
勤
精
進
㆒、
宜
当
㆓
献
身
捨
命
、
以
為
㆑
法
尽
瘁
㆒
也
、 
（「
病
床
雑
誌
〔
第
参
号
〕」『
全
集
』
第
八
巻
・
二
七
四
頁
）
　
満
之
は
悲
喜
交
流
の
涙
と
と
も
に
、
難
値
難
遇
の
如
来
の
出
世
に
遇
い
得
た
、
遇
仏
法
の
宿
縁
と
聞
法
の
幸
恵
を
語
り
、「
献
身
捨
命
、
為
法
尽
瘁
」
の
念
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
得
聞
大
法
」、
す
な
わ
ち
聞
法
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
仏
本
行
集
経
』
の
教
説
の
み
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
如
来
釈
尊
が
仏
弟
子
を
教
え
導
く
「
四
阿
含
」
の
教
説
を
聞
思
す
る
こ
と
で
、
如
来
の
教
法
に
、
さ
ら
に
は
如
来
出
世
の
意
義
に
遇
い
得
た
幸
恵
を
語
る
も
の
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
に
聞
法
に
お
い
て
如
来
の
出
世
に
遇
い
得
た
と
語
る
「
聞
」
の
仏
弟
子
と
し
て
の
満
之
の
す
が
た
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
一
週
間
後
、
満
之
は
井
上
豊
忠
に
宛
て
た
書
簡
（
明
治
三
一
年
三
月
五
日
）
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
頃
日
、『
本
行
集
経
』
を
繙
き
、
悉
達
太
子
の
出
家
修
道
の
事
歴
を
玩
誦
致
候
に
、
恩
愛
の
纏
縛
は
何
処
に
も
変
る
こ
と
な
く
、
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情
義
の
難
断
は
高
貴
の
人
に
在
り
て
は
、
却
つ
て
重
甚
な
る
を
認
め
候
。
而
し
て
彼
の
王
使
の
諫
争
を
呈
す
る
に
当
り
て
は
、
切
々
皮
肉
に
入
り
、
層
層
悲
哀
を
加
へ
、
人
を
し
て
感
極
ま
り
て
悶
絶
せ
し
め
ん
と
す
る
に
至
る
。
其
の
間
に
在
り
て
、
太
子
の
容
貌
如
何
。
所
謂
泰
然
如
山
、
威
風
凛
々
、
設
ひ
山
岳
は
動
転
し
得
べ
き
も
、
設
ひ
海
洋
は
乾
燥
し
得
べ
き
も
、
我
が
決
心
は
移
す
可
か
ら
ず
と
宣
言
し
た
ま
ふ
の
一
段
に
至
り
て
は
、
在
病
の
寒
生
も
、
覚
え
ず
涙
痕
の
衣
襟
を
潤
ほ
す
を
認
め
候
。
嗚
乎
、
末
世
大
法
の
振
興
せ
ざ
る
、
果
し
て
誰
人
の
過
ぞ
や
。
御
多
忙
の
中
、
釈
迦
に
説
法
め
き
た
る
こ
と
を
書
き
連
ね
失
敬
失
敬
。
只
だ
小
生
近
日
の
幸
楽
は
、
病
隙
に
聖
経
を
拝
見
し
て
、
大
聖
の
叱
咜
を
感
ず
る
事
に
有
之
、
聊
か
其
の
恵
慶
を
分
呈
の
積
り
に
有
之
候
。
 
（『
全
集
』
第
九
巻
・
一
六
二
頁
）
『
仏
本
行
集
経
』
の
文
言
は
、「
恩
愛
の
纏
縛
」「
情
義
の
難
断
」
を
中
に
抱
え
つ
つ
、「
泰
然
如
山
、
威
風
凛
々
」
と
し
て
世
間
と
訣
別
し
、
出
世
間
道
を
求
め
歩
み
出
す
「
悉
達
太
子
の
出
家
」
を
語
っ
て
い
る
。
も
し
、
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
が
、
出
家
に
よ
っ
て
正
覚
を
成
じ
、
そ
の
成
正
覚
に
基
づ
く
如
来
釈
尊
と
し
て
教
え
を
説
く
こ
と
（
転
法
輪
）
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
生
死
の
苦
海
を
超
え
る
道
を
ど
こ
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。
満
之
は
、
釈
尊
の
出
家
修
道
の
精
神
に
打
た
れ
、
日
記
に
「
宜
し
く
献
身
捨
命
、
以
て
法
の
た
め
に
尽
瘁
す
べ
き
な
り
」
と
記
し
、
書
簡
に
「
末
世
大
法
の
振
興
せ
ざ
る
、
果
た
し
て
誰
人
の
過
ぞ
や
」
と
、
釈
尊
の
教
え
に
応
答
す
る
「
仏
弟
子
」
と
し
て
の
あ
り
方
を
問
い
、
大
聖
の
叱
咜
を
感
じ
、｢
末
法
の
世
の
仏
弟
子｣
と
し
て
の
自
身
に
対
す
る
深
い
自
責
の
念
と
自
重
の
思
い
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
満
之
に
お
け
る
仏
弟
子
と
し
て
生
き
る
者
と
し
て
の
自
己
確
認
と
満
之
自
ら
の
身
に
お
け
る
仏
教
復
興
の
志
願
へ
の
目
覚
め
が
語
ら
れ
て
い
る
。
　
そ
れ
で
は
釈
尊
の
教
法
を
聞
思
し
相
応
す
る
仏
弟
子
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
生
き
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
満
之
に
と
っ
て
そ
れ
を
決
定
づ
け
る
の
は
、
生
死
出
離
を
実
現
す
る
自
己
一
人
に
お
け
る
宗
教
的
信
念
の
確
立
と
そ
の
宗
教
的
信
念
に
生
き
る
人
生
の
あ
ゆ
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
座
で
満
之
が
「
四
阿
含
」
が
読
誦
し
た
証
左
を
、
後
に
『
精
神
界
』
誌
上
で
「
宗
教
的
信
念
の
必
須
条
件
」
と
題
し
、
語
る
論
稿
の
中
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
14
阿
含
の
教
説
は
、
喀
血
襲
来
す
る
病
床
に
お
い
て
、
死
と
対
面
し
、
限
り
あ
る
ま
さ
に
有
限
の
我
が
身
を
実
感
し
、
病
苦
、
さ
ら
に
は
死
苦
に
身
も
だ
え
る
苦
悩
の
現
実
の
た
だ
中
に
、「
生
死
巌
頭
の
観
に
住
す
」
る
満
之
自
身
の
求
道
の
魂
を
も
っ
と
も
揺
さ
ぶ
る
仏
陀
釈
尊
の
「
教
法
」
と
し
て
響
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
満
之
が
単
な
る
教
理
史
的
関
心
や
、
仏
教
の
体
系
的
理
解
へ
の
関
心
か
ら
「
四
阿
含
」
読
誦
に
取
り
組
ん
だ
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
前
に
述
べ
た
よ
う
な
状
況
に
投
げ
出
さ
れ
て
あ
る
一
個
の
人
間
と
し
て
、
切
実
な
求
道
的
関
心
か
ら
、
満
之
は
「
四
阿
含
」
を
読
誦
し
、
そ
こ
に
如
来
釈
尊
の
教
言
、
如
来
如
実
言
を
聞
き
取
ろ
う
と
し
て
い
く
。
満
之
の
「
四
阿
含
」
読
誦
が
切
実
な
求
道
的
関
心
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、「
阿
含
感
」
の
「
教
法
の
妙
味
に
達
せ
ん
と
せ
ば
」
と
課
題
的
に
述
懐
さ
れ
る
一
語
に
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
　
満
之
が
二
月
二
六
日
の
日
記
に
、「
四
阿
含
」
に
続
い
て
読
誦
す
る
『
仏
本
行
集
経
』
三
部
六
十
章
の
な
か
で
、
特
に
釈
尊
の
出
家
入
山
の
場
面
に
深
い
感
銘
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
証
左
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
読
㆓
仏▽
本▽
行▽
経▽
㆒、
至
㆓
太
子
出
家
入
山
之
処
㆒、
悲
絶
哀
絶
、
冷
眼
亦
不
㆑
覚
㆓
暗
涙
湿
㆒、
而
菩
薩
之
決
心
、
凛
乎
不
動
、
百
千
諍
諫
、
無
㆑
有
㆓
微
効
㆒、
但
倍
煥
㆓
発
大
聖
智
懐
熱
誠
㆒
而
已
、
嗚
呼
難
㆑
値
難
㆑
遇
、
如
来
出
世
、
億
劫
値
遇
、
真
個
宿
縁
、
吾
人
何
幸
、
得
㆑
聞
㆓
大
法
㆒、
豈
可
㆑
不
㆓
勤
精
進
㆒、
宜
当
㆓
献
身
捨
命
、
以
為
㆑
法
尽
瘁
㆒
也
、 
（「
病
床
雑
誌
〔
第
参
号
〕」『
全
集
』
第
八
巻
・
二
七
四
頁
）
　
満
之
は
悲
喜
交
流
の
涙
と
と
も
に
、
難
値
難
遇
の
如
来
の
出
世
に
遇
い
得
た
、
遇
仏
法
の
宿
縁
と
聞
法
の
幸
恵
を
語
り
、「
献
身
捨
命
、
為
法
尽
瘁
」
の
念
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
得
聞
大
法
」、
す
な
わ
ち
聞
法
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
仏
本
行
集
経
』
の
教
説
の
み
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
如
来
釈
尊
が
仏
弟
子
を
教
え
導
く
「
四
阿
含
」
の
教
説
を
聞
思
す
る
こ
と
で
、
如
来
の
教
法
に
、
さ
ら
に
は
如
来
出
世
の
意
義
に
遇
い
得
た
幸
恵
を
語
る
も
の
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
に
聞
法
に
お
い
て
如
来
の
出
世
に
遇
い
得
た
と
語
る
「
聞
」
の
仏
弟
子
と
し
て
の
満
之
の
す
が
た
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
一
週
間
後
、
満
之
は
井
上
豊
忠
に
宛
て
た
書
簡
（
明
治
三
一
年
三
月
五
日
）
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
頃
日
、『
本
行
集
経
』
を
繙
き
、
悉
達
太
子
の
出
家
修
道
の
事
歴
を
玩
誦
致
候
に
、
恩
愛
の
纏
縛
は
何
処
に
も
変
る
こ
と
な
く
、
15
情
義
の
難
断
は
高
貴
の
人
に
在
り
て
は
、
却
つ
て
重
甚
な
る
を
認
め
候
。
而
し
て
彼
の
王
使
の
諫
争
を
呈
す
る
に
当
り
て
は
、
切
々
皮
肉
に
入
り
、
層
層
悲
哀
を
加
へ
、
人
を
し
て
感
極
ま
り
て
悶
絶
せ
し
め
ん
と
す
る
に
至
る
。
其
の
間
に
在
り
て
、
太
子
の
容
貌
如
何
。
所
謂
泰
然
如
山
、
威
風
凛
々
、
設
ひ
山
岳
は
動
転
し
得
べ
き
も
、
設
ひ
海
洋
は
乾
燥
し
得
べ
き
も
、
我
が
決
心
は
移
す
可
か
ら
ず
と
宣
言
し
た
ま
ふ
の
一
段
に
至
り
て
は
、
在
病
の
寒
生
も
、
覚
え
ず
涙
痕
の
衣
襟
を
潤
ほ
す
を
認
め
候
。
嗚
乎
、
末
世
大
法
の
振
興
せ
ざ
る
、
果
し
て
誰
人
の
過
ぞ
や
。
御
多
忙
の
中
、
釈
迦
に
説
法
め
き
た
る
こ
と
を
書
き
連
ね
失
敬
失
敬
。
只
だ
小
生
近
日
の
幸
楽
は
、
病
隙
に
聖
経
を
拝
見
し
て
、
大
聖
の
叱
咜
を
感
ず
る
事
に
有
之
、
聊
か
其
の
恵
慶
を
分
呈
の
積
り
に
有
之
候
。
 
（『
全
集
』
第
九
巻
・
一
六
二
頁
）
『
仏
本
行
集
経
』
の
文
言
は
、「
恩
愛
の
纏
縛
」「
情
義
の
難
断
」
を
中
に
抱
え
つ
つ
、「
泰
然
如
山
、
威
風
凛
々
」
と
し
て
世
間
と
訣
別
し
、
出
世
間
道
を
求
め
歩
み
出
す
「
悉
達
太
子
の
出
家
」
を
語
っ
て
い
る
。
も
し
、
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
が
、
出
家
に
よ
っ
て
正
覚
を
成
じ
、
そ
の
成
正
覚
に
基
づ
く
如
来
釈
尊
と
し
て
教
え
を
説
く
こ
と
（
転
法
輪
）
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
生
死
の
苦
海
を
超
え
る
道
を
ど
こ
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。
満
之
は
、
釈
尊
の
出
家
修
道
の
精
神
に
打
た
れ
、
日
記
に
「
宜
し
く
献
身
捨
命
、
以
て
法
の
た
め
に
尽
瘁
す
べ
き
な
り
」
と
記
し
、
書
簡
に
「
末
世
大
法
の
振
興
せ
ざ
る
、
果
た
し
て
誰
人
の
過
ぞ
や
」
と
、
釈
尊
の
教
え
に
応
答
す
る
「
仏
弟
子
」
と
し
て
の
あ
り
方
を
問
い
、
大
聖
の
叱
咜
を
感
じ
、｢
末
法
の
世
の
仏
弟
子｣
と
し
て
の
自
身
に
対
す
る
深
い
自
責
の
念
と
自
重
の
思
い
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
満
之
に
お
け
る
仏
弟
子
と
し
て
生
き
る
者
と
し
て
の
自
己
確
認
と
満
之
自
ら
の
身
に
お
け
る
仏
教
復
興
の
志
願
へ
の
目
覚
め
が
語
ら
れ
て
い
る
。
　
そ
れ
で
は
釈
尊
の
教
法
を
聞
思
し
相
応
す
る
仏
弟
子
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
生
き
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
満
之
に
と
っ
て
そ
れ
を
決
定
づ
け
る
の
は
、
生
死
出
離
を
実
現
す
る
自
己
一
人
に
お
け
る
宗
教
的
信
念
の
確
立
と
そ
の
宗
教
的
信
念
に
生
き
る
人
生
の
あ
ゆ
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
座
で
満
之
が
「
四
阿
含
」
が
読
誦
し
た
証
左
を
、
後
に
『
精
神
界
』
誌
上
で
「
宗
教
的
信
念
の
必
須
条
件
」
と
題
し
、
語
る
論
稿
の
中
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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私
か
実
際
上
か
ら
思
ふ
て
見
る
と
、
宗
教
的
信
念
に
入
ら
う
と
思
ふ
た
な
ら
は
、
先
つ
最
初
に
総
て
の
宗
教
以
外
の
事
々
物
々
を
頼
み
に
す
る
心
を
離
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
総
て
世
の
中
の
事
々
物
々
、
い
か
な
る
事
物
を
も
頼
に
し
な
い
と
云
ふ
や
う
に
な
ら
ね
ば
、
中
々
宗
教
的
信
念
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
い
か
と
思
ふ
。（
中
略
）
真
面
目
に
宗
教
的
天
地
に
入
ら
う
と
思
ふ
人
な
ら
ば
、
釈
尊
が
そ
の
伝
記
も
て
教
へ
給
ひ
し
如
く
、
親
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
妻
子
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
財
産
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
国
家
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
進
ん
で
は
自
分
其
者
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。（
中
略
）
一
切
眼
に
か
け
ぬ
や
う
に
な
り
、
茲
に
始
め
て
、
宗
教
的
信
念
の
広
大
な
る
天
地
が
開
か
る
ゝ
の
で
あ
る
。 
（『
全
集
』
第
六
巻
・
七
六
│
七
頁
）
満
之
は
い
う
。
釈
尊
が
そ
の
伝
記
に
よ
っ
て
教
え
る
よ
う
に
、
我
々
は
「
事
々
物
々
を
頼
み
に
す
る
心
」
す
な
わ
ち｢
自
力
の
執
心｣
を
離
れ
、
さ
ら
に
は
「
自
分
其
者
も
捨
て
」
る
と
い
う
覚
悟
（
自
力
無
功
の
自
覚
）
に
よ
っ
て
宗
教
的
信
念
の
広
大
な
天
地
が
開
示
さ
れ
る
の
だ
、
と
。
こ
れ
は
一
見
極
端
な
内
容
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
文
意
は
わ
が
身
を
た
の
む
心
を
一
歩
も
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
身
に
宗
教
的
信
念
の
獲
得
に
お
い
て
「
自
力
の
執
心
」
を
翻
し
棄
て
る
こ
と
が
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
は
こ
の
文
に
「
茲
に
始
め
て
、
宗
教
的
信
念
の
広
大
な
る
天
地
が
開
か
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
内
容
と
、「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
冒
頭
に
満
之
が
浄
土
真
宗
で
は
、
悟
道
、
す
な
わ
ち
仏
道
の
始
発
点
で
あ
る
宗
教
的
信
念
を
重
視
し
、
そ
こ
に
絶
対
無
限
の
広
大
な
る
摂
取
不
捨
の
力
用
が
開
示
さ
れ
る
と
述
べ
た
課
題
と
が
見
事
に
響
き
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
満
之
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
信
念
に
獲
得
さ
れ
る
仏
者
、
も
し
く
は
仏
弟
子
の
自
覚
を
「
独
尊
子
」
と
い
う
言
葉
に
託
し
語
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
「
四
阿
含
」
に
学
ば
れ
た
、
生
死
流
転
の
生
を
超
え
る
者
と
な
る
釈
迦
仏
の
精
神
に
呼
応
す
る
天
地
が
浄
土
真
宗
の
宗
教
的
信
念
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
を
持
っ
て
表
明
す
る
一
語
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
　
さ
て
、
満
之
は
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
か
ら
「
徒
然
雑
誌
」
に
及
ぶ
「
四
阿
含
」
等
読
誦
書
写
に
聞
き
得
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
明
治
三
一
年
八
月
一
四
日
、
次
の
よ
う
な
思
索
を
記
し
、「
徒
然
雑
誌
」
を
結
ん
で
い
る
。
後
生
ア
リ
　
善
因
善
果
悪
因
悪
果
ナ
リ
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悪
趣
地
獄
ナ
リ
　
善
処
天
上
ナ
リ
大
乗
一
乗
ノ
法
ハ
得
涅
槃
ナ
リ
成
阿
羅
漢
ナ
リ
得
涅
槃
ニ
ハ
生
死
已
尽
ナ
リ
阿
羅
漢
ハ
離
生
死
ノ
存
在
ナ
リ
　
其
物
什
麼
阿
羅
漢
ト
如
来
ト
多
少
ノ
差
等
ア
リ
如
来
ト
ハ
何
物
何
在
ナ
ル
ヤ 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
三
三
三
頁
）
　
冒
頭
に
「
後
生
あ
り
」
と
言
い
切
る
と
こ
ろ
に
は
、
満
之
が
生
死
流
転
の
苦
を
課
題
と
し
、
そ
れ
を
文
字
通
り
の
一
大
事
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
悪
因
に
よ
る
悪
趣
地
獄
、
善
因
に
よ
る
善
処
天
上
、
そ
の
全
体
が
三
界
六
道
を
生
死
流
転
す
る
苦
悩
の
生
に
他
な
ら
な
い
。
如
来
釈
尊
の
教
法
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
生
の
全
体
が
生
死
流
転
の
生
に
他
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
生
死
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
が
人
生
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
は
じ
め
て
明
確
に
な
る
。
満
之
は
「
四
阿
含
」
等
の
読
誦
に
よ
っ
て
自
身
の
生
存
を
事
あ
ら
た
め
て
こ
の
よ
う
に
確
認
す
る
。
そ
の
生
死
流
転
を
出
離
し
無
上
涅
槃
に
至
る
、
そ
の
こ
と
を
「
大
乗
一
乗
の
法
」
は
課
題
と
す
る
。
こ
の
「
大
乗
一
乗
ノ
法
」
を
確
認
す
る
文
言
に
は
、
満
之
が
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
文
「
如
来
法
身
不
敗
壊
」
を
眼
目
と
し
て
「
四
阿
含
」
に
は
小
乗
の
外
に
大
乗
あ
り
と
い
う
視
座
を
顕
示
し
た
こ
と
と
、
首
尾
一
貫
す
る
課
題
の
明
確
な
呼
応
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
満
之
は
こ
こ
で
仏
者
の
究
極
目
的
で
あ
る
「
得
涅
槃
」
を
「
生
死
已
尽
ナ
リ
」
と
確
認
す
る
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、
生
死
流
転
の
苦
を
す
て
て
、
無
上
涅
槃
を
証
得
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
釈
尊
が
、
仏
者
は
涅
槃
に
至
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
「
増
一
阿
含
」
の
次
の
教
言
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
文
中
有
下「
不
㆑
起
㆓
世
間
想
㆒、
於
㆓
其
中
㆒
亦
不
㆓
驚
怖
㆒、
以
㆑
不
㆓
驚
怖
㆒、
便▽
得▽
㆓
泥▽
洹▽
㆒、
生
死
已
尽
、
梵
行
已
立
、
所
作
已
弁
、
更
不
㆓
復
受
淫有
㆒、
如
㆓
真
実
㆒
知
」
之
語
上
《
○
生
死
已
尽
》 
（「
一
入
道
品
第
一
経
」『
全
集
』
第
八
巻
・
一
七
四
頁
）
満
之
は
こ
の
教
言
を
書
写
し
、
そ
の
上
覧
に
「
生
死
已
尽
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
文
以
外
に
も
「
生
死
已
尽
」
と
い
う
語
句
を
含
む
教
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私
か
実
際
上
か
ら
思
ふ
て
見
る
と
、
宗
教
的
信
念
に
入
ら
う
と
思
ふ
た
な
ら
は
、
先
つ
最
初
に
総
て
の
宗
教
以
外
の
事
々
物
々
を
頼
み
に
す
る
心
を
離
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
総
て
世
の
中
の
事
々
物
々
、
い
か
な
る
事
物
を
も
頼
に
し
な
い
と
云
ふ
や
う
に
な
ら
ね
ば
、
中
々
宗
教
的
信
念
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
い
か
と
思
ふ
。（
中
略
）
真
面
目
に
宗
教
的
天
地
に
入
ら
う
と
思
ふ
人
な
ら
ば
、
釈
尊
が
そ
の
伝
記
も
て
教
へ
給
ひ
し
如
く
、
親
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
妻
子
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
財
産
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
国
家
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
進
ん
で
は
自
分
其
者
も
捨
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。（
中
略
）
一
切
眼
に
か
け
ぬ
や
う
に
な
り
、
茲
に
始
め
て
、
宗
教
的
信
念
の
広
大
な
る
天
地
が
開
か
る
ゝ
の
で
あ
る
。 
（『
全
集
』
第
六
巻
・
七
六
│
七
頁
）
満
之
は
い
う
。
釈
尊
が
そ
の
伝
記
に
よ
っ
て
教
え
る
よ
う
に
、
我
々
は
「
事
々
物
々
を
頼
み
に
す
る
心
」
す
な
わ
ち｢
自
力
の
執
心｣
を
離
れ
、
さ
ら
に
は
「
自
分
其
者
も
捨
て
」
る
と
い
う
覚
悟
（
自
力
無
功
の
自
覚
）
に
よ
っ
て
宗
教
的
信
念
の
広
大
な
天
地
が
開
示
さ
れ
る
の
だ
、
と
。
こ
れ
は
一
見
極
端
な
内
容
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
文
意
は
わ
が
身
を
た
の
む
心
を
一
歩
も
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
身
に
宗
教
的
信
念
の
獲
得
に
お
い
て
「
自
力
の
執
心
」
を
翻
し
棄
て
る
こ
と
が
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
は
こ
の
文
に
「
茲
に
始
め
て
、
宗
教
的
信
念
の
広
大
な
る
天
地
が
開
か
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
内
容
と
、「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
の
冒
頭
に
満
之
が
浄
土
真
宗
で
は
、
悟
道
、
す
な
わ
ち
仏
道
の
始
発
点
で
あ
る
宗
教
的
信
念
を
重
視
し
、
そ
こ
に
絶
対
無
限
の
広
大
な
る
摂
取
不
捨
の
力
用
が
開
示
さ
れ
る
と
述
べ
た
課
題
と
が
見
事
に
響
き
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
満
之
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
信
念
に
獲
得
さ
れ
る
仏
者
、
も
し
く
は
仏
弟
子
の
自
覚
を
「
独
尊
子
」
と
い
う
言
葉
に
託
し
語
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
「
四
阿
含
」
に
学
ば
れ
た
、
生
死
流
転
の
生
を
超
え
る
者
と
な
る
釈
迦
仏
の
精
神
に
呼
応
す
る
天
地
が
浄
土
真
宗
の
宗
教
的
信
念
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
を
持
っ
て
表
明
す
る
一
語
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
　
さ
て
、
満
之
は
「
病
床
雑
誌
〔
第
一
号
〕」
か
ら
「
徒
然
雑
誌
」
に
及
ぶ
「
四
阿
含
」
等
読
誦
書
写
に
聞
き
得
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
明
治
三
一
年
八
月
一
四
日
、
次
の
よ
う
な
思
索
を
記
し
、「
徒
然
雑
誌
」
を
結
ん
で
い
る
。
後
生
ア
リ
　
善
因
善
果
悪
因
悪
果
ナ
リ
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悪
趣
地
獄
ナ
リ
　
善
処
天
上
ナ
リ
大
乗
一
乗
ノ
法
ハ
得
涅
槃
ナ
リ
成
阿
羅
漢
ナ
リ
得
涅
槃
ニ
ハ
生
死
已
尽
ナ
リ
阿
羅
漢
ハ
離
生
死
ノ
存
在
ナ
リ
　
其
物
什
麼
阿
羅
漢
ト
如
来
ト
多
少
ノ
差
等
ア
リ
如
来
ト
ハ
何
物
何
在
ナ
ル
ヤ 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
三
三
三
頁
）
　
冒
頭
に
「
後
生
あ
り
」
と
言
い
切
る
と
こ
ろ
に
は
、
満
之
が
生
死
流
転
の
苦
を
課
題
と
し
、
そ
れ
を
文
字
通
り
の
一
大
事
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
悪
因
に
よ
る
悪
趣
地
獄
、
善
因
に
よ
る
善
処
天
上
、
そ
の
全
体
が
三
界
六
道
を
生
死
流
転
す
る
苦
悩
の
生
に
他
な
ら
な
い
。
如
来
釈
尊
の
教
法
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
生
の
全
体
が
生
死
流
転
の
生
に
他
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
生
死
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
が
人
生
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
は
じ
め
て
明
確
に
な
る
。
満
之
は
「
四
阿
含
」
等
の
読
誦
に
よ
っ
て
自
身
の
生
存
を
事
あ
ら
た
め
て
こ
の
よ
う
に
確
認
す
る
。
そ
の
生
死
流
転
を
出
離
し
無
上
涅
槃
に
至
る
、
そ
の
こ
と
を
「
大
乗
一
乗
の
法
」
は
課
題
と
す
る
。
こ
の
「
大
乗
一
乗
ノ
法
」
を
確
認
す
る
文
言
に
は
、
満
之
が
「
増
一
阿
含
」
序
品
の
文
「
如
来
法
身
不
敗
壊
」
を
眼
目
と
し
て
「
四
阿
含
」
に
は
小
乗
の
外
に
大
乗
あ
り
と
い
う
視
座
を
顕
示
し
た
こ
と
と
、
首
尾
一
貫
す
る
課
題
の
明
確
な
呼
応
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
満
之
は
こ
こ
で
仏
者
の
究
極
目
的
で
あ
る
「
得
涅
槃
」
を
「
生
死
已
尽
ナ
リ
」
と
確
認
す
る
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、
生
死
流
転
の
苦
を
す
て
て
、
無
上
涅
槃
を
証
得
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
釈
尊
が
、
仏
者
は
涅
槃
に
至
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
「
増
一
阿
含
」
の
次
の
教
言
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
文
中
有
下「
不
㆑
起
㆓
世
間
想
㆒、
於
㆓
其
中
㆒
亦
不
㆓
驚
怖
㆒、
以
㆑
不
㆓
驚
怖
㆒、
便▽
得▽
㆓
泥▽
洹▽
㆒、
生
死
已
尽
、
梵
行
已
立
、
所
作
已
弁
、
更
不
㆓
復
受
淫有
㆒、
如
㆓
真
実
㆒
知
」
之
語
上
《
○
生
死
已
尽
》 
（「
一
入
道
品
第
一
経
」『
全
集
』
第
八
巻
・
一
七
四
頁
）
満
之
は
こ
の
教
言
を
書
写
し
、
そ
の
上
覧
に
「
生
死
已
尽
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
文
以
外
に
も
「
生
死
已
尽
」
と
い
う
語
句
を
含
む
教
18
言
を
満
之
は
二
箇
所
で
書
写
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
「
二
涅
槃
」「
無
余
涅
槃
界
」
を
説
示
す
る
教
言
と
し
て
了
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
こ
の
経
文
に
お
け
る
生
死
已
尽
は
当
然
、
肉
体
の
生
滅
を
基
点
と
す
る
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
我
々
が
こ
の
人
世
、
す
な
わ
ち
世
間
に
お
い
て
、
三
界
六
道
に
生
死
流
転
す
る
い
の
ち
に
死
す
こ
と
と
了
解
す
べ
き
文
で
あ
る
。
満
之
は
宗
門
革
新
運
動
の
終
結
に
際
し
、「
信
念
の
確
立
に
尽
力
す
る
」
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
課
題
は
、
親
鸞
が
『
愚
禿
鈔
』
に
、
信
㆓
受ス
ル
ハ
 
本
願ヲ
㆒
　
前
念
命
終ナ
リ
 
「
即チ
入ル
㆓
正
定
聚
之
数ニ
㆒
」
文
即
得
往
生ハ
　
後
念
即
生ナ
リ
 
「
即ノ
時
入ル
㆓
必
定ニ
㆒
」
文
他
力
金
剛
心
也
。
応シ
知ル
㆒ 
「
又
名ク
ル㆓
必
定ノ
菩
薩ト
㆒
也
」
文 
（『
定
親
全
』
二
　
漢
文
篇
・
一
三
頁
）
と
記
す
こ
と
を
背
景
と
し
、
満
之
自
身
が
「
保
養
雑
記
　
第
二
編
」
で
、
親
鸞
の
こ
の
文
に
依
り
な
が
ら
、
極
悪
最
下
の
機
も
、
前
念
命
終
後
念
即
生
の
深
意
、
夫
れ
此
に
至
り
て
首
肯
し
得
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。
愚
蒙
の
改
悔
そ
れ
此
の
如
し
。
穴
賢
々
々
。 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
三
七
頁
）
と
述
べ
て
、
信
心
獲
得
の
一
念
に
生
死
流
転
す
る
い
の
ち
に
死
し
、
即
得
往
生
す
る
生
を
語
る
親
鸞
の
「
前
念
命
終
後
念
即
生
の
深
意
」
を
「
首
肯
」
し
て
「
愚
蒙
の
改
悔
」
と
記
し
、
後
に
「
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
り
と
雖
も
」
と
回
想
し
、
か
つ
問
い
続
け
た
、
宗
教
的
信
念
に
生
き
る
生
存
の
内
実
を
推
究
す
る
い
と
な
み
に
通
底
す
る
課
題
で
あ
る
。
　
「
徒
然
雑
誌
」
に
お
け
る
最
後
の
日
録
に
は
、
生
死
流
転
す
る
生
を
生
き
る
者
、
す
な
わ
ち
悩
み
苦
し
み
、
他
者
と
傷
つ
け
合
い
、
自
己
の
存
在
意
義
を
も
見
失
い
つ
つ
生
き
る
者
に
、
生
死
流
転
の
苦
の
因
を
開
示
し
、
生
死
を
離
れ
涅
槃
に
至
る
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と
が
仏
教
の
根
本
課
題
で
あ
る
こ
と
を
、
満
之
が
四
阿
含
の
教
説
に
聞
き
取
っ
て
い
く
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
満
之
は
「
得
涅
槃
ニ
ハ
生
死
已
尽
ナ
リ
」
と
い
う
確
か
め
を
受
け
て
、
続
く
文
で
阿
羅
漢
と
如
来
と
の
差
等
に
言
及
し
、「
如
来
ト
ハ
何
物
何
在
ナ
ル
ヤ
」
と
い
う
問
い
を
提
出
し
て
「
徒
然
雑
誌
」
を
結
ぶ
。
一
如
か
ら
来
た
っ
て
、
生
死
流
転
の
苦
に
沈
む
一
切
衆
生
の
現
実
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
一
如
へ
の
目
⑩
⑪
⑫
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覚
め
を
う
な
が
す
は
た
ら
き
を
如
来
と
い
う
。
生
死
流
転
を
転
じ
て
無
上
涅
槃
を
実
現
す
る
宗
教
的
目
覚
め
、
こ
の
宗
教
的
信
を
実
現
す
る
如
来
と
は
よ
り
具
体
的
に
何
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
、
末
法
の
世
の
仏
弟
子
で
あ
る
自
ら
に
と
っ
て
ど
こ
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
在
る
と
言
い
う
る
の
か
。
こ
の
こ
と
を
こ
そ
推
究
す
べ
き
課
題
と
し
て
銘
記
し
、
満
之
は
「
徒
然
雑
誌
」
を
閉
じ
る
。
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
読
誦
と
書
写
の
帰
着
点
は
こ
の
課
題
の
明
確
化
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
課
題
の
も
と
に
、
翌
日
か
ら
満
之
の
思
索
は
臘
扇
と
い
う
名
の
り
の
も
と
「
徒
然
雑
誌 
続
」
と
し
て
起
筆
さ
れ
る
「
臘
扇
記
　
第
一
号
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
日
録
に
入
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
四
　
お
わ
り
に
│
│
研
究
の
方
向
性
│
│
　
仏
説
と
は
人
語
で
は
な
く
覚
者
釈
尊
の
説
で
あ
る
。
そ
の
仏
説
に
よ
っ
て
我
々
は
は
じ
め
て
迷
妄
存
在
と
し
て
自
己
を
自
覚
し
う
る
の
で
あ
り
、
覚
者
釈
尊
の
言
葉
に
生
死
流
転
を
離
れ
る
道
を
聞
く
仏
弟
子
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
言
葉
は
仏
説
と
し
て
仰
が
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
満
之
に
お
け
る
阿
含
読
誦
は
、
仏
勅
を
受
く
る
と
い
う
仏
弟
子
と
し
て
阿
含
の
教
説
を
読
誦
聞
思
す
る
、
教
法
聞
思
の
あ
ゆ
み
に
他
な
ら
な
い
。
　
安
藤
州
一
は
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
を
座
右
の
書
と
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。「
四
阿
含
」
は
、
そ
の
書
写
の
時
期
が
限
定
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
後
年
の
満
之
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
終
生
座
右
の
書
の
一
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
満
之
が
「
四
阿
含
」
か
ら
学
び
得
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
本
論
で
は
、
そ
の
概
略
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
読
誦
と
『
教
界
時
言
』
誌
上
の
「
貫
練
会
を
論
ず
」「
仏
教
者
盍
自
重
乎
」「
師
命
論
」「
教
界
回
転
の
枢
軸
」
等
の
論
述
を
中
心
と
し
た
宗
門
革
新
運
動
の
展
開
と
そ
の
終
結
と
の
関
係
、
宗
教
的
道
徳
と
普
通
道
徳
と
の
関
係
、
後
年
の
「
御
進
講
覚
書
」
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
か
ら
の
視
座
な
ど
、
考
察
を
要
す
る
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
究
明
に
は
書
写
さ
れ
た
文
々
句
々
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
経
文
の
書
写
に
具
体
的
に
言
及
⑬
⑭
18
言
を
満
之
は
二
箇
所
で
書
写
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
「
二
涅
槃
」「
無
余
涅
槃
界
」
を
説
示
す
る
教
言
と
し
て
了
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
こ
の
経
文
に
お
け
る
生
死
已
尽
は
当
然
、
肉
体
の
生
滅
を
基
点
と
す
る
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
我
々
が
こ
の
人
世
、
す
な
わ
ち
世
間
に
お
い
て
、
三
界
六
道
に
生
死
流
転
す
る
い
の
ち
に
死
す
こ
と
と
了
解
す
べ
き
文
で
あ
る
。
満
之
は
宗
門
革
新
運
動
の
終
結
に
際
し
、「
信
念
の
確
立
に
尽
力
す
る
」
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
課
題
は
、
親
鸞
が
『
愚
禿
鈔
』
に
、
信
㆓
受ス
ル
ハ
 
本
願ヲ
㆒
　
前
念
命
終ナ
リ
 
「
即チ
入ル
㆓
正
定
聚
之
数ニ
㆒
」
文
即
得
往
生ハ
　
後
念
即
生ナ
リ
 
「
即ノ
時
入ル
㆓
必
定ニ
㆒
」
文
他
力
金
剛
心
也
。
応シ
知ル
㆒ 
「
又
名ク
ル㆓
必
定ノ
菩
薩ト
㆒
也
」
文 
（『
定
親
全
』
二
　
漢
文
篇
・
一
三
頁
）
と
記
す
こ
と
を
背
景
と
し
、
満
之
自
身
が
「
保
養
雑
記
　
第
二
編
」
で
、
親
鸞
の
こ
の
文
に
依
り
な
が
ら
、
極
悪
最
下
の
機
も
、
前
念
命
終
後
念
即
生
の
深
意
、
夫
れ
此
に
至
り
て
首
肯
し
得
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。
愚
蒙
の
改
悔
そ
れ
此
の
如
し
。
穴
賢
々
々
。 
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
三
七
頁
）
と
述
べ
て
、
信
心
獲
得
の
一
念
に
生
死
流
転
す
る
い
の
ち
に
死
し
、
即
得
往
生
す
る
生
を
語
る
親
鸞
の
「
前
念
命
終
後
念
即
生
の
深
意
」
を
「
首
肯
」
し
て
「
愚
蒙
の
改
悔
」
と
記
し
、
後
に
「
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
り
と
雖
も
」
と
回
想
し
、
か
つ
問
い
続
け
た
、
宗
教
的
信
念
に
生
き
る
生
存
の
内
実
を
推
究
す
る
い
と
な
み
に
通
底
す
る
課
題
で
あ
る
。
　
「
徒
然
雑
誌
」
に
お
け
る
最
後
の
日
録
に
は
、
生
死
流
転
す
る
生
を
生
き
る
者
、
す
な
わ
ち
悩
み
苦
し
み
、
他
者
と
傷
つ
け
合
い
、
自
己
の
存
在
意
義
を
も
見
失
い
つ
つ
生
き
る
者
に
、
生
死
流
転
の
苦
の
因
を
開
示
し
、
生
死
を
離
れ
涅
槃
に
至
る
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と
が
仏
教
の
根
本
課
題
で
あ
る
こ
と
を
、
満
之
が
四
阿
含
の
教
説
に
聞
き
取
っ
て
い
く
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
満
之
は
「
得
涅
槃
ニ
ハ
生
死
已
尽
ナ
リ
」
と
い
う
確
か
め
を
受
け
て
、
続
く
文
で
阿
羅
漢
と
如
来
と
の
差
等
に
言
及
し
、「
如
来
ト
ハ
何
物
何
在
ナ
ル
ヤ
」
と
い
う
問
い
を
提
出
し
て
「
徒
然
雑
誌
」
を
結
ぶ
。
一
如
か
ら
来
た
っ
て
、
生
死
流
転
の
苦
に
沈
む
一
切
衆
生
の
現
実
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
一
如
へ
の
目
⑩
⑪
⑫
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覚
め
を
う
な
が
す
は
た
ら
き
を
如
来
と
い
う
。
生
死
流
転
を
転
じ
て
無
上
涅
槃
を
実
現
す
る
宗
教
的
目
覚
め
、
こ
の
宗
教
的
信
を
実
現
す
る
如
来
と
は
よ
り
具
体
的
に
何
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
、
末
法
の
世
の
仏
弟
子
で
あ
る
自
ら
に
と
っ
て
ど
こ
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
在
る
と
言
い
う
る
の
か
。
こ
の
こ
と
を
こ
そ
推
究
す
べ
き
課
題
と
し
て
銘
記
し
、
満
之
は
「
徒
然
雑
誌
」
を
閉
じ
る
。
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
読
誦
と
書
写
の
帰
着
点
は
こ
の
課
題
の
明
確
化
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
課
題
の
も
と
に
、
翌
日
か
ら
満
之
の
思
索
は
臘
扇
と
い
う
名
の
り
の
も
と
「
徒
然
雑
誌 
続
」
と
し
て
起
筆
さ
れ
る
「
臘
扇
記
　
第
一
号
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
日
録
に
入
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
四
　
お
わ
り
に
│
│
研
究
の
方
向
性
│
│
　
仏
説
と
は
人
語
で
は
な
く
覚
者
釈
尊
の
説
で
あ
る
。
そ
の
仏
説
に
よ
っ
て
我
々
は
は
じ
め
て
迷
妄
存
在
と
し
て
自
己
を
自
覚
し
う
る
の
で
あ
り
、
覚
者
釈
尊
の
言
葉
に
生
死
流
転
を
離
れ
る
道
を
聞
く
仏
弟
子
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
言
葉
は
仏
説
と
し
て
仰
が
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
満
之
に
お
け
る
阿
含
読
誦
は
、
仏
勅
を
受
く
る
と
い
う
仏
弟
子
と
し
て
阿
含
の
教
説
を
読
誦
聞
思
す
る
、
教
法
聞
思
の
あ
ゆ
み
に
他
な
ら
な
い
。
　
安
藤
州
一
は
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
を
座
右
の
書
と
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。「
四
阿
含
」
は
、
そ
の
書
写
の
時
期
が
限
定
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
後
年
の
満
之
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
終
生
座
右
の
書
の
一
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
満
之
が
「
四
阿
含
」
か
ら
学
び
得
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
本
論
で
は
、
そ
の
概
略
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
読
誦
と
『
教
界
時
言
』
誌
上
の
「
貫
練
会
を
論
ず
」「
仏
教
者
盍
自
重
乎
」「
師
命
論
」「
教
界
回
転
の
枢
軸
」
等
の
論
述
を
中
心
と
し
た
宗
門
革
新
運
動
の
展
開
と
そ
の
終
結
と
の
関
係
、
宗
教
的
道
徳
と
普
通
道
徳
と
の
関
係
、
後
年
の
「
御
進
講
覚
書
」
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
か
ら
の
視
座
な
ど
、
考
察
を
要
す
る
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
究
明
に
は
書
写
さ
れ
た
文
々
句
々
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
経
文
の
書
写
に
具
体
的
に
言
及
⑬
⑭
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し
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
確
認
し
た
満
之
自
身
の
関
心
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
視
点
か
ら
の
具
体
的
な
究
明
は
、
十
分
に
尽
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。
満
之
が
書
写
す
る
文
々
句
々
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
等
読
誦
に
よ
っ
て
何
を
教
え
ら
れ
、
学
ん
だ
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
で
、
教
法
聞
思
の
仏
弟
子
と
し
て
の
満
之
に
学
ぶ
、
と
い
う
課
題
を
今
後
の
研
究
の
方
向
性
と
し
て
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。
註①
　
満
之
の
「
四
阿
含
」
読
誦
の
意
図
と
、
読
誦
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
端
的
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
当
時
、
満
之
は
宗
門
革
新
運
動
の
責
任
を
問
わ
れ
て
教
団
除
名
の
処
分
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
長
男
の
信
一
の
戸
籍
問
題
や
実
の
父
で
あ
る
徳
永
永
則
の
処
遇
と
い
う
家
庭
問
題
に
心
労
し
、
満
之
自
身
の
結
核
の
病
勢
も
進
行
す
る
と
い
う
内
外
の
様
々
な
危
機
的
状
況
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
に
、
満
之
が
選
び
と
っ
た
経
典
が
、
長
く
小
乗
経
典
と
し
て
貶
め
ら
れ
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
釈
尊
の
語
録
と
い
う
べ
き
「
四
阿
含
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
単
な
る
教
理
史
的
関
心
や
仏
教
の
体
系
的
理
解
へ
の
関
心
か
ら
で
は
な
く
、
仏
教
の
初
心
に
帰
っ
て
教
主
世
尊
の
教
言
に
直
接
し
、
鋭
い
実
存
的
関
心
に
立
っ
て
仏
教
を
出
発
点
か
ら
学
び
直
そ
う
と
決
心
し
た
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
寺
川
俊
昭
『
清
沢
満
之
論
』
文
栄
堂
、
一
九
七
三
年
、
一
五
〇
頁
、
安
冨
信
哉
『
清
沢
満
之
と
個
の
思
想
』
法
藏
館
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
〇
頁
）。
そ
し
て
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
読
誦
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
彼
が
先
の
回
想
の
文
に
お
い
て
「
自
坊
に
投
じ
て
休
養
の
機
会
を
得
る
に
至
り
て
は
大
い
に
反
観
自
省
の
幸
を
得
た
り
」
と
記
す
よ
う
に
、
人
間
実
存
へ
の
鋭
い
内
観
、
つ
ま
り
苦
悩
の
現
実
を
通
し
て
徹
底
的
に
自
己
を
問
う
仏
教
の
内
観
道
で
あ
り
、
釈
尊
の
出
家
修
道
の
精
神
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
（『
同
右
』、
松
原
祐
善
『
松
原
祐
善
講
義
集
』
第
一
巻
、
文
栄
堂
、
一
九
九
〇
年
、
九
五
頁
他
、
延
塚
知
道
『
他
力
を
生
き
る
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
一
頁
等
）。
ま
た
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
を
通
し
て
何
を
学
ん
だ
の
か
、
そ
の
書
写
に
も
と
づ
い
た
研
究
と
し
て
守
屋
友
江
に
優
れ
た
研
究
が
あ
る
。
氏
は
、
次
の
点
を
満
之
が
阿
含
に
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
①
上
座
部
仏
教
か
ら
大
乗
ま
で
を
貫
く
通
仏
教
的
論
理
（
涅
槃
に
至
る
こ
と
）
の
発
見
。
②
宗
教
的
問
い
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
の
明
確
化
。
③
か
り
そ
め
の
存
在
で
あ
る
国
家
に
象
徴
さ
れ
る
世
俗
的
秩
序
に
対
し
て
久
遠
の
宗
教
的
真
理
が
絶
対
的
優
位
性
を
も
つ
こ
と
の
確
か
め
に
基
づ
く
世
俗
的
道
徳
と
宗
教
的
道
徳
の
峻
別
。
④
③
の
確
認
か
ら
の
宗
門
革
新
運
動
に
お
け
る
発
言
（『
教
界
時
言
』）
へ
の
展
開
を
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論
じ
て
い
る
（
守
屋
友
江
「
清
沢
満
之
に
お
け
る
『
四
阿
含
』
│
│
『
教
界
時
言
』
と
の
関
係
を
中
心
に
」（『
親
鸞
教
学
』
六
九
号
、
一
九
九
七
年
、
大
谷
大
学
真
宗
学
会
）
。
さ
ら
に
、
寺
川
俊
昭
は
、
満
之
の
「
四
阿
含
」
読
誦
は
法
然
の
一
切
経
披
閲
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
法
然
は
一
切
経
を
目
録
も
含
め
て
三
度
乃
至
五
度
読
誦
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
少
壮
の
法
然
に
と
っ
て
、
畢
竟
、「
仏
教
と
は
何
か
」
と
い
う
一
種
の
危
機
意
識
に
促
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
、
満
之
の
「
四
阿
含
」
読
誦
は
、
法
然
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
な
課
題
を
真
宗
の
頽
廃
的
状
況
を
痛
感
す
る
中
で
担
い
、
釈
尊
に
お
け
る
仏
教
の
初
心
は
何
か
と
問
い
、
仏
教
と
は
何
か
と
問
う
な
か
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
寺
川
は
指
摘
し
て
い
る
（
寺
川
俊
昭
「
道
理
心
と
宗
教
的
信
念
│
│
清
沢
満
之
に
お
け
る
哲
学
と
宗
教
│
│
」（『
現
代
と
親
鸞
』
第
六
号
、
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
七
頁
）
他
、
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。
す
な
わ
ち
、
仏
陀
釈
尊
と
は
誰
の
こ
と
か
（
仏
宝
）。
そ
の
釈
尊
が
目
覚
め
釈
尊
を
釈
尊
た
ら
し
め
た
法
と
は
何
か
（
法
宝
）。
そ
し
て
そ
の
教
法
に
聞
き
生
き
る
仏
弟
子
と
は
い
か
な
る
存
在
の
こ
と
か
（
僧
宝
）。
す
な
わ
ち
、
仏
教
の
い
わ
ゆ
る
三
宝
と
は
何
か
。
こ
の
一
事
が
学
問
的
関
心
か
ら
で
は
な
く
、
仏
弟
子
た
ら
ん
と
の
切
実
な
求
道
〔
実
存
〕
的
関
心
に
立
っ
て
、
満
之
に
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
論
は
こ
の
寺
川
の
指
摘
に
大
き
な
示
唆
を
受
け
た
。
②
　
こ
の
思
索
は
直
接
に
は
満
之
が｢
貫
練
会
を
論
ず
」
に
示
す
宗
義
と
宗
学
と
安
心
の
問
題
と
関
係
を
有
す
る
も
の
と
し
て
留
意
す
べ
き
文
で
あ
り
、
ま
た
親
鸞
の
「
正
信
偈
」
に
お
け
る
如
来
如
実
言
は
親
鸞
が
如
来
興
世
の
正
意
と
し
て
確
か
め
る
「
唯
だ
弥
陀
本
願
海
」
を
説
く
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
、
満
之
が
何
よ
り
も
ま
ず
人
語
と
如
来
如
実
言
と
の
質
に
お
け
る
相
違
を
言
明
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
③
　
『
全
集
』
第
八
巻
・
一
六
三
頁
④
　
こ
の
言
葉
は
「
四
阿
含
」
全
体
を
読
誦
し
た
上
で
書
き
抜
か
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
明
治
三
一
年
一
月
二
三
日
に
書
写
さ
れ
た
「
増
一
阿
含
」
慙
愧
品
（
第
十
八
）
の
教
説
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
七
八
頁
）
に
基
づ
く
と
推
察
さ
れ
る
が
、
四
阿
含
か
ら
の
書
写
全
体
を
踏
ま
え
た
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
⑤
　
『
国
訳
一
切
経
』
阿
含
部
八
、『
増
一
阿
含
経
』
解
題
参
照
。
⑥
　
西
村
見
暁
『
清
沢
満
之
先
生
』
法
藏
館
、
一
九
七
三
年
、
二
〇
三
頁
参
照
。
姉
崎
正
治
も
阿
含
研
究
に
お
い
て
『
縮
蔵
』
を
用
い
て
い
る
。
姉
崎
正
治
は
明
治
三
五
年
一
月
二
〇
日
に
「
現
身
仏
と
法
身
仏
」
で
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
が
（
磯
前
順
一
・
深
澤
英
隆
編
『
近
代
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
宗
教
│
姉
崎
正
治
の
軌
跡
│
』
二
〇
〇
二
年
、
東
京
堂
出
版
、
二
五
一
頁
・
二
五
五
頁
参
照
）、
こ
の
題
目
に
し
め
さ
れ
る
姉
崎
の
課
題
は
、「
色
身
の
釈
尊
と
法
身
の
釈
尊
」
と
い
う
満
之
の
課
題
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
満
之
の
四
阿
含
読
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し
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
確
認
し
た
満
之
自
身
の
関
心
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
視
点
か
ら
の
具
体
的
な
究
明
は
、
十
分
に
尽
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。
満
之
が
書
写
す
る
文
々
句
々
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
等
読
誦
に
よ
っ
て
何
を
教
え
ら
れ
、
学
ん
だ
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
で
、
教
法
聞
思
の
仏
弟
子
と
し
て
の
満
之
に
学
ぶ
、
と
い
う
課
題
を
今
後
の
研
究
の
方
向
性
と
し
て
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。
註①
　
満
之
の
「
四
阿
含
」
読
誦
の
意
図
と
、
読
誦
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
端
的
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
当
時
、
満
之
は
宗
門
革
新
運
動
の
責
任
を
問
わ
れ
て
教
団
除
名
の
処
分
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
長
男
の
信
一
の
戸
籍
問
題
や
実
の
父
で
あ
る
徳
永
永
則
の
処
遇
と
い
う
家
庭
問
題
に
心
労
し
、
満
之
自
身
の
結
核
の
病
勢
も
進
行
す
る
と
い
う
内
外
の
様
々
な
危
機
的
状
況
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
に
、
満
之
が
選
び
と
っ
た
経
典
が
、
長
く
小
乗
経
典
と
し
て
貶
め
ら
れ
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
釈
尊
の
語
録
と
い
う
べ
き
「
四
阿
含
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
単
な
る
教
理
史
的
関
心
や
仏
教
の
体
系
的
理
解
へ
の
関
心
か
ら
で
は
な
く
、
仏
教
の
初
心
に
帰
っ
て
教
主
世
尊
の
教
言
に
直
接
し
、
鋭
い
実
存
的
関
心
に
立
っ
て
仏
教
を
出
発
点
か
ら
学
び
直
そ
う
と
決
心
し
た
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
寺
川
俊
昭
『
清
沢
満
之
論
』
文
栄
堂
、
一
九
七
三
年
、
一
五
〇
頁
、
安
冨
信
哉
『
清
沢
満
之
と
個
の
思
想
』
法
藏
館
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
〇
頁
）。
そ
し
て
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
読
誦
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
彼
が
先
の
回
想
の
文
に
お
い
て
「
自
坊
に
投
じ
て
休
養
の
機
会
を
得
る
に
至
り
て
は
大
い
に
反
観
自
省
の
幸
を
得
た
り
」
と
記
す
よ
う
に
、
人
間
実
存
へ
の
鋭
い
内
観
、
つ
ま
り
苦
悩
の
現
実
を
通
し
て
徹
底
的
に
自
己
を
問
う
仏
教
の
内
観
道
で
あ
り
、
釈
尊
の
出
家
修
道
の
精
神
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
（『
同
右
』、
松
原
祐
善
『
松
原
祐
善
講
義
集
』
第
一
巻
、
文
栄
堂
、
一
九
九
〇
年
、
九
五
頁
他
、
延
塚
知
道
『
他
力
を
生
き
る
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
一
頁
等
）。
ま
た
、
満
之
が
「
四
阿
含
」
を
通
し
て
何
を
学
ん
だ
の
か
、
そ
の
書
写
に
も
と
づ
い
た
研
究
と
し
て
守
屋
友
江
に
優
れ
た
研
究
が
あ
る
。
氏
は
、
次
の
点
を
満
之
が
阿
含
に
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
①
上
座
部
仏
教
か
ら
大
乗
ま
で
を
貫
く
通
仏
教
的
論
理
（
涅
槃
に
至
る
こ
と
）
の
発
見
。
②
宗
教
的
問
い
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
の
明
確
化
。
③
か
り
そ
め
の
存
在
で
あ
る
国
家
に
象
徴
さ
れ
る
世
俗
的
秩
序
に
対
し
て
久
遠
の
宗
教
的
真
理
が
絶
対
的
優
位
性
を
も
つ
こ
と
の
確
か
め
に
基
づ
く
世
俗
的
道
徳
と
宗
教
的
道
徳
の
峻
別
。
④
③
の
確
認
か
ら
の
宗
門
革
新
運
動
に
お
け
る
発
言
（『
教
界
時
言
』）
へ
の
展
開
を
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論
じ
て
い
る
（
守
屋
友
江
「
清
沢
満
之
に
お
け
る
『
四
阿
含
』
│
│
『
教
界
時
言
』
と
の
関
係
を
中
心
に
」（『
親
鸞
教
学
』
六
九
号
、
一
九
九
七
年
、
大
谷
大
学
真
宗
学
会
）
。
さ
ら
に
、
寺
川
俊
昭
は
、
満
之
の
「
四
阿
含
」
読
誦
は
法
然
の
一
切
経
披
閲
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
法
然
は
一
切
経
を
目
録
も
含
め
て
三
度
乃
至
五
度
読
誦
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
少
壮
の
法
然
に
と
っ
て
、
畢
竟
、「
仏
教
と
は
何
か
」
と
い
う
一
種
の
危
機
意
識
に
促
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
、
満
之
の
「
四
阿
含
」
読
誦
は
、
法
然
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
な
課
題
を
真
宗
の
頽
廃
的
状
況
を
痛
感
す
る
中
で
担
い
、
釈
尊
に
お
け
る
仏
教
の
初
心
は
何
か
と
問
い
、
仏
教
と
は
何
か
と
問
う
な
か
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
寺
川
は
指
摘
し
て
い
る
（
寺
川
俊
昭
「
道
理
心
と
宗
教
的
信
念
│
│
清
沢
満
之
に
お
け
る
哲
学
と
宗
教
│
│
」（『
現
代
と
親
鸞
』
第
六
号
、
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
七
頁
）
他
、
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。
す
な
わ
ち
、
仏
陀
釈
尊
と
は
誰
の
こ
と
か
（
仏
宝
）。
そ
の
釈
尊
が
目
覚
め
釈
尊
を
釈
尊
た
ら
し
め
た
法
と
は
何
か
（
法
宝
）。
そ
し
て
そ
の
教
法
に
聞
き
生
き
る
仏
弟
子
と
は
い
か
な
る
存
在
の
こ
と
か
（
僧
宝
）。
す
な
わ
ち
、
仏
教
の
い
わ
ゆ
る
三
宝
と
は
何
か
。
こ
の
一
事
が
学
問
的
関
心
か
ら
で
は
な
く
、
仏
弟
子
た
ら
ん
と
の
切
実
な
求
道
〔
実
存
〕
的
関
心
に
立
っ
て
、
満
之
に
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
論
は
こ
の
寺
川
の
指
摘
に
大
き
な
示
唆
を
受
け
た
。
②
　
こ
の
思
索
は
直
接
に
は
満
之
が｢
貫
練
会
を
論
ず
」
に
示
す
宗
義
と
宗
学
と
安
心
の
問
題
と
関
係
を
有
す
る
も
の
と
し
て
留
意
す
べ
き
文
で
あ
り
、
ま
た
親
鸞
の
「
正
信
偈
」
に
お
け
る
如
来
如
実
言
は
親
鸞
が
如
来
興
世
の
正
意
と
し
て
確
か
め
る
「
唯
だ
弥
陀
本
願
海
」
を
説
く
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
、
満
之
が
何
よ
り
も
ま
ず
人
語
と
如
来
如
実
言
と
の
質
に
お
け
る
相
違
を
言
明
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
③
　
『
全
集
』
第
八
巻
・
一
六
三
頁
④
　
こ
の
言
葉
は
「
四
阿
含
」
全
体
を
読
誦
し
た
上
で
書
き
抜
か
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
明
治
三
一
年
一
月
二
三
日
に
書
写
さ
れ
た
「
増
一
阿
含
」
慙
愧
品
（
第
十
八
）
の
教
説
（『
全
集
』
第
八
巻
・
一
七
八
頁
）
に
基
づ
く
と
推
察
さ
れ
る
が
、
四
阿
含
か
ら
の
書
写
全
体
を
踏
ま
え
た
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
⑤
　
『
国
訳
一
切
経
』
阿
含
部
八
、『
増
一
阿
含
経
』
解
題
参
照
。
⑥
　
西
村
見
暁
『
清
沢
満
之
先
生
』
法
藏
館
、
一
九
七
三
年
、
二
〇
三
頁
参
照
。
姉
崎
正
治
も
阿
含
研
究
に
お
い
て
『
縮
蔵
』
を
用
い
て
い
る
。
姉
崎
正
治
は
明
治
三
五
年
一
月
二
〇
日
に
「
現
身
仏
と
法
身
仏
」
で
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
が
（
磯
前
順
一
・
深
澤
英
隆
編
『
近
代
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
宗
教
│
姉
崎
正
治
の
軌
跡
│
』
二
〇
〇
二
年
、
東
京
堂
出
版
、
二
五
一
頁
・
二
五
五
頁
参
照
）、
こ
の
題
目
に
し
め
さ
れ
る
姉
崎
の
課
題
は
、「
色
身
の
釈
尊
と
法
身
の
釈
尊
」
と
い
う
満
之
の
課
題
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
満
之
の
四
阿
含
読
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誦
に
お
け
る
関
心
は
「
大
乗
仏
教
は
仏
教
な
の
か
」
と
い
う
問
い
を
学
識
上
に
お
い
て
問
う
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
如
来
如
実
言
を
聞
き
取
ろ
う
と
す
る
点
に
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
仏
教
学
者
の
赤
沼
智
善
は
「
先
生
が
『
阿
含
経
』
を
読
ま
れ
た
の
は
、
日
記
の
示
す
が
如
く
、
明
治
三
十
年
末
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
時
分
『
阿
含
経
』
を
読
ん
だ
人
が
果
た
し
て
他
に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。『
阿
含
経
』
が
学
的
に
日
本
の
教
界
に
云
は
れ
出
し
た
の
は
、
私
は
姉
崎
博
士
の
『
現
身
仏
と
法
身
仏
』
及
び
『
根
本
仏
教
』
の
二
名
著
の
公
刊
か
ら
で
あ
る
と
思
ふ
。
こ
の
二
つ
の
著
述
は
前
者
が
明
治
四
十
年
、
後
者
が
四
十
三
年
で
あ
る
か
ら
、
先
生
の
「
阿
含
経
読
誦
」
に
遅
る
ゝ
こ
と
凡
そ
十
年
で
あ
る
。（
中
略
）
長
い
仏
教
史
の
中
に
於
い
て
、
千
古
の
高
閣
に
束
ね
上
げ
ら
れ
て
、
一
向
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
『
阿
含
経
』
が
先
生
に
依
っ
て
、
再
び
人
間
の
手
に
戻
っ
た
こ
と
は
、
云
は
う
よ
う
な
き
愉
悦
を
覚
ゆ
る
の
で
あ
る
。」（「
明
治
教
学
界
に
於
け
る
先
生
の
地
位
」
法
藏
館
『
全
集
』
第
八
巻
・
一
八
〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、『
現
身
仏
と
法
身
仏
』
は
そ
の
奥
付
に
よ
れ
ば
明
治
三
七
年
一
〇
月
に
有
朋
館
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
⑦
　
水
野
弘
元
『
仏
教
文
献
研
究
』（『
水
野
弘
元
著
作
選
集
』
春
秋
社
、
一
九
九
六
、
第
一
巻
・
四
三
五
│
六
頁
）。
⑧
　
増
一
阿
含
に
は
『
大
経
』
の
法
蔵
菩
薩
の
説
話
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
経
典
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
、
増
一
阿
含
の
項
参
照
）。
⑨
　
守
屋
友
江
前
掲
論
文
参
照
。
⑩
　
満
之
の
「
四
阿
含
」
か
ら
の
書
写
で
、「
生
死
已
尽
」
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
は
、
他
に
二
箇
所
あ
る
。
　
　
（
二
）
二
涅
槃
　
《
○
二
涅
槃
》
無▽
余▽
涅▽
槃▽
界▽
者
、
於
㆑
是
比
丘
、
尽
㆓
有
漏
㆒
成
㆓
無
漏
㆒、
意
解
脱
智
慧
解
脱
、
自▽
身▽
作▽
証▽
、
而▽
自▽
遊▽
戯▽
、
生
死
已
尽
、
梵
行
已
立
、
更
不
㆑
受
㆑
有
、
如
実
知
之
（「
火
滅
品
の
第
二
経
」『
全
集
』
第
八
巻
・
一
七
六
│
七
頁
）
　
　
（
三
）
四
種
坐
、
謂
卑
坐
、
天
坐
、
梵
坐
、
仏
坐
、
（
文
中
有
㆘
如
来
以
㆑
坐
㆓
四
神
足
坐
㆒、
快
得
㆓
善
眠
㆒、
於
㆑
中
不
㆑
起
㆓
婬
怒
癡
㆒、
以
㆑
不
㆑
起
㆓
此
三
毒
之
心
㆒、
便
於▽
㆓
無▽
余▽
涅▽
槃▽
界▽
㆒
而▽
般▽
涅▽
槃▽
、
生
死
已
尽
、
梵
行
已
立
、
所
作
已
弁
、
更
不
㆓
復
受
淫有
、
如
実
知
㆑
之
、
之
語
句
㆖
）
　
《
○
無
余
涅
槃
界
》（「
声
聞
品
」『
全
集
』
第
八
巻
・
一
八
七
│
八
頁
）
両
文
と
も
に
、「
生
死
已
尽
」
に
力
点
が
あ
る
の
で
は
な
く
、「
無
余
涅
槃
界
」
を
示
す
文
と
し
て
満
之
に
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、
本
論
で
指
摘
し
た
文
は
、
満
之
が
上
覧
外
に
「
○
生
死
已
尽
」
と
記
す
よ
う
に
、
満
之
は
明
確
に
「
生
死
已
尽
」
を
主
題
と
す
る
教
言
と
し
23
て
了
解
し
て
い
る
。
⑪
　
満
之
は
当
時
、
河
野
法
雲
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
少
部
分
の
者
が
如
何
に
急
い
で
あ
が
い
て
も
駄
目
だ
。
よ
し
帝
国
大
学
や
真
宗
大
学
を
出
た
人
が
多
少
あ
り
て
も
、
此
の
一
派
│
│
天
下
七
千
ヶ
寺
の
末
寺
│
│
の
も
の
が
、
以
前
の
通
り
で
あ
つ
た
ら
、
折
角
の
改
革
も
何
の
役
に
も
た
ゝ
ぬ
。
初
に
此
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
居
ら
な
ん
だ
。
そ
れ
で
こ
れ
か
ら
は
一
切
改
革
の
こ
と
を
放
棄
し
て
、
信
念
の
確
立
に
尽
力
し
や
う
と
思
ふ
。」（
法
藏
館
『
全
集
』
第
五
巻
・
六
二
二
頁
）。
⑫
　
児
玉
暁
洋
『
清
沢
満
之
に
学
ぶ
　
現
代
を
真
宗
に
生
き
る
』（
樹
心
社
、
二
〇
〇
二
年
）
七
六
│
七
頁
。
⑬
『
全
集
』
第
九
巻
・
三
九
六
│
七
頁
。
⑭
例
え
ば
満
之
は
住
田
智
見
に
「
阿
含
」
の
中
で
面
白
い
こ
と
は
沢
山
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
『
中
阿
含
』
十
七
巻
初
め
に
あ
る
「
長
寿
王
の
話
」
が
有
り
が
た
い
と
述
べ
、「
若
以
諍
止
諍
、
至
竟
不
見
止
、
唯
忍
能
止
諍
、
是
法
可
尊
貴
」
と
い
う
教
説
に
仏
の
御
意
を
聞
き
取
っ
た
と
言
う
。
こ
れ
は
あ
る
い
は
満
之
が
、「
黙
忍
堂
臘
扇
」
と
号
し
、
自
己
の
生
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
に
通
底
す
る
こ
と
と
も
言
え
よ
う
か
（
法
藏
館
『
全
集
』
第
八
巻
・
五
四
八
頁
）。
ま
た
、「
因
縁
と
諦
る
こ
と
」
で
は
、「
小
乗
阿
含
の
始
よ
り
大
乗
法
華
涅
槃
の
終
ま
で
、
仏
説
を
通
貫
し
て
変
る
こ
と
な
き
は
因
縁
生
の
理
法
な
り
」
と
述
べ
て
、
仏
教
を
貫
通
す
る
不
変
の
教
え
は
、「
因
縁
生
の
理
法
」
で
あ
る
と
聞
き
取
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（『
全
集
』
第
六
巻
・
二
七
四
頁
）。
さ
ら
に
は
、
神
戸
和
麿
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
御
進
講
覚
書
」（『
全
集
』
第
七
巻
・
一
八
九
│
二
〇
二
頁
）
で
満
之
は
、
国
家
を
絶
対
視
す
る
こ
と
の
危
う
さ
を
指
摘
し
て
お
り
、
国
家
を
相
対
化
す
る
眼
差
し
を
「
四
阿
含
」
等
読
誦
に
学
ん
だ
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（『
清
沢
満
之
の
生
と
死
』
法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
四
│
一
〇
〇
頁
）。
22
誦
に
お
け
る
関
心
は
「
大
乗
仏
教
は
仏
教
な
の
か
」
と
い
う
問
い
を
学
識
上
に
お
い
て
問
う
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
如
来
如
実
言
を
聞
き
取
ろ
う
と
す
る
点
に
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
仏
教
学
者
の
赤
沼
智
善
は
「
先
生
が
『
阿
含
経
』
を
読
ま
れ
た
の
は
、
日
記
の
示
す
が
如
く
、
明
治
三
十
年
末
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
時
分
『
阿
含
経
』
を
読
ん
だ
人
が
果
た
し
て
他
に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。『
阿
含
経
』
が
学
的
に
日
本
の
教
界
に
云
は
れ
出
し
た
の
は
、
私
は
姉
崎
博
士
の
『
現
身
仏
と
法
身
仏
』
及
び
『
根
本
仏
教
』
の
二
名
著
の
公
刊
か
ら
で
あ
る
と
思
ふ
。
こ
の
二
つ
の
著
述
は
前
者
が
明
治
四
十
年
、
後
者
が
四
十
三
年
で
あ
る
か
ら
、
先
生
の
「
阿
含
経
読
誦
」
に
遅
る
ゝ
こ
と
凡
そ
十
年
で
あ
る
。（
中
略
）
長
い
仏
教
史
の
中
に
於
い
て
、
千
古
の
高
閣
に
束
ね
上
げ
ら
れ
て
、
一
向
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
『
阿
含
経
』
が
先
生
に
依
っ
て
、
再
び
人
間
の
手
に
戻
っ
た
こ
と
は
、
云
は
う
よ
う
な
き
愉
悦
を
覚
ゆ
る
の
で
あ
る
。」（「
明
治
教
学
界
に
於
け
る
先
生
の
地
位
」
法
藏
館
『
全
集
』
第
八
巻
・
一
八
〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、『
現
身
仏
と
法
身
仏
』
は
そ
の
奥
付
に
よ
れ
ば
明
治
三
七
年
一
〇
月
に
有
朋
館
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
⑦
　
水
野
弘
元
『
仏
教
文
献
研
究
』（『
水
野
弘
元
著
作
選
集
』
春
秋
社
、
一
九
九
六
、
第
一
巻
・
四
三
五
│
六
頁
）。
⑧
　
増
一
阿
含
に
は
『
大
経
』
の
法
蔵
菩
薩
の
説
話
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
経
典
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
、
増
一
阿
含
の
項
参
照
）。
⑨
　
守
屋
友
江
前
掲
論
文
参
照
。
⑩
　
満
之
の
「
四
阿
含
」
か
ら
の
書
写
で
、「
生
死
已
尽
」
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
は
、
他
に
二
箇
所
あ
る
。
　
　
（
二
）
二
涅
槃
　
《
○
二
涅
槃
》
無▽
余▽
涅▽
槃▽
界▽
者
、
於
㆑
是
比
丘
、
尽
㆓
有
漏
㆒
成
㆓
無
漏
㆒、
意
解
脱
智
慧
解
脱
、
自▽
身▽
作▽
証▽
、
而▽
自▽
遊▽
戯▽
、
生
死
已
尽
、
梵
行
已
立
、
更
不
㆑
受
㆑
有
、
如
実
知
之
（「
火
滅
品
の
第
二
経
」『
全
集
』
第
八
巻
・
一
七
六
│
七
頁
）
　
　
（
三
）
四
種
坐
、
謂
卑
坐
、
天
坐
、
梵
坐
、
仏
坐
、
（
文
中
有
㆘
如
来
以
㆑
坐
㆓
四
神
足
坐
㆒、
快
得
㆓
善
眠
㆒、
於
㆑
中
不
㆑
起
㆓
婬
怒
癡
㆒、
以
㆑
不
㆑
起
㆓
此
三
毒
之
心
㆒、
便
於▽
㆓
無▽
余▽
涅▽
槃▽
界▽
㆒
而▽
般▽
涅▽
槃▽
、
生
死
已
尽
、
梵
行
已
立
、
所
作
已
弁
、
更
不
㆓
復
受
淫有
、
如
実
知
㆑
之
、
之
語
句
㆖
）
　
《
○
無
余
涅
槃
界
》（「
声
聞
品
」『
全
集
』
第
八
巻
・
一
八
七
│
八
頁
）
両
文
と
も
に
、「
生
死
已
尽
」
に
力
点
が
あ
る
の
で
は
な
く
、「
無
余
涅
槃
界
」
を
示
す
文
と
し
て
満
之
に
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、
本
論
で
指
摘
し
た
文
は
、
満
之
が
上
覧
外
に
「
○
生
死
已
尽
」
と
記
す
よ
う
に
、
満
之
は
明
確
に
「
生
死
已
尽
」
を
主
題
と
す
る
教
言
と
し
23
て
了
解
し
て
い
る
。
⑪
　
満
之
は
当
時
、
河
野
法
雲
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
少
部
分
の
者
が
如
何
に
急
い
で
あ
が
い
て
も
駄
目
だ
。
よ
し
帝
国
大
学
や
真
宗
大
学
を
出
た
人
が
多
少
あ
り
て
も
、
此
の
一
派
│
│
天
下
七
千
ヶ
寺
の
末
寺
│
│
の
も
の
が
、
以
前
の
通
り
で
あ
つ
た
ら
、
折
角
の
改
革
も
何
の
役
に
も
た
ゝ
ぬ
。
初
に
此
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
居
ら
な
ん
だ
。
そ
れ
で
こ
れ
か
ら
は
一
切
改
革
の
こ
と
を
放
棄
し
て
、
信
念
の
確
立
に
尽
力
し
や
う
と
思
ふ
。」（
法
藏
館
『
全
集
』
第
五
巻
・
六
二
二
頁
）。
⑫
　
児
玉
暁
洋
『
清
沢
満
之
に
学
ぶ
　
現
代
を
真
宗
に
生
き
る
』（
樹
心
社
、
二
〇
〇
二
年
）
七
六
│
七
頁
。
⑬
『
全
集
』
第
九
巻
・
三
九
六
│
七
頁
。
⑭
例
え
ば
満
之
は
住
田
智
見
に
「
阿
含
」
の
中
で
面
白
い
こ
と
は
沢
山
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
『
中
阿
含
』
十
七
巻
初
め
に
あ
る
「
長
寿
王
の
話
」
が
有
り
が
た
い
と
述
べ
、「
若
以
諍
止
諍
、
至
竟
不
見
止
、
唯
忍
能
止
諍
、
是
法
可
尊
貴
」
と
い
う
教
説
に
仏
の
御
意
を
聞
き
取
っ
た
と
言
う
。
こ
れ
は
あ
る
い
は
満
之
が
、「
黙
忍
堂
臘
扇
」
と
号
し
、
自
己
の
生
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
に
通
底
す
る
こ
と
と
も
言
え
よ
う
か
（
法
藏
館
『
全
集
』
第
八
巻
・
五
四
八
頁
）。
ま
た
、「
因
縁
と
諦
る
こ
と
」
で
は
、「
小
乗
阿
含
の
始
よ
り
大
乗
法
華
涅
槃
の
終
ま
で
、
仏
説
を
通
貫
し
て
変
る
こ
と
な
き
は
因
縁
生
の
理
法
な
り
」
と
述
べ
て
、
仏
教
を
貫
通
す
る
不
変
の
教
え
は
、「
因
縁
生
の
理
法
」
で
あ
る
と
聞
き
取
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（『
全
集
』
第
六
巻
・
二
七
四
頁
）。
さ
ら
に
は
、
神
戸
和
麿
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
御
進
講
覚
書
」（『
全
集
』
第
七
巻
・
一
八
九
│
二
〇
二
頁
）
で
満
之
は
、
国
家
を
絶
対
視
す
る
こ
と
の
危
う
さ
を
指
摘
し
て
お
り
、
国
家
を
相
対
化
す
る
眼
差
し
を
「
四
阿
含
」
等
読
誦
に
学
ん
だ
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（『
清
沢
満
之
の
生
と
死
』
法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
四
│
一
〇
〇
頁
）。
